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l.はじめに
本稿は、中国内モンゴル自治区オルドス市ウーシン旗に現存する “二人のセチェンの祭
祀"(“サガン=セチェンの祭祀"とも呼ばれる場合がある)が経験した19～20世紀前半に
おける外来文化受容の過程に関する新出史料に対して、内容分析を主とした文献学的考察
をおこない、この文献のもつ特徴と性格を明らかにする。つづいて、この新出史料とこれ
に関連する史料に記された、1811年から翌年にかけてチベット巡礼にでた王侯が、チベッ
トで得た護法神供養儀軌書を受容しウーシンに将来した過程と、その儀軌書のウーシンに
おける受容の経過を、文化触変の過程として捉えることと、文化触変が生み出す文化の多
様化の結果として、この “二人のセチェンの祭祀"を位置付けることを試みる。
(1)モンゴルにおける外来文化要素受容の事例探究
モンゴル人の特徴ある風俗習慣のひとつに、チンギス=ハー ンに代表される、過去の実
在の人物に対しておこなう祭祀がある。とくに、現在の中国内モンゴル自治区オルドス市
(旧イェヘ=ジョー盟)のエジェン=ホローでおこなわれているチンギスの祭祀はよく知
られている。祭祀の対象がチンギスというモンゴルを代表する偉人であることも手伝って、
数多くの研究がなされている。
史料を遡及すると、現在のチンギス祭祀のように組織化・制度化されたモンゴルの祖先
(偉人)崇拝は、元のフビライの時に確認できるが、現在の祭式は『元史』「祭祀志」に見
える手順とは明らかに異なっている。しかし、現在のチンギス祭祀の祭式の変遷を跡づけ
19～20世紀前半のオルドスにおける外来文化要素の
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るに十分な史料は、管見の限りでは存在しないので、『元史」所載の祭式が現在のチンギ
ス祭祀式の直接の祖型であるとは断言できない。現在のチンギス祭祀の祭式がどのように
して定められたかを知ることも困難である。
少なくとも現今のチンギス祭祀の一隅にラマが参加し何らかの経文を唱えていることや、
一部の祭文に仏教的な要素や影響が確認されることから、インドに発祥し中央アジアやチ
ベットを経由してモンゴル人のもとに到達した仏教が、モンゴル人の祖先 (偉人)崇拝に
ある程度の影響を与え、それが今日まで伝わつていることは動かし難い。このような仏教
的要素を若千なりとも含んだモンゴル人の祖先 (偉人)崇拝は、モンゴル人の伝統的信仰
体系あるいは風俗習慣に、仏教の要素が加わったという点で、モンゴルにおける外来文化
受容の実夕Jとして見ることができる。
しかし、仏教がモンゴル人屋住域に到達し、これをモンゴル人が受容した最初の時期を
正確に定めることは困難である。F元史』に見えるチンギスを含む祖先祭祀が、同じく『元
史』に確認できる数々の仏教儀礼と没交渉でなかったことは明らかになっているが、それ
はある一時点の状態であって、起源を捉えて過程を一貫して明らかにしたものではない。
起源に拘泥しこれを追求することは、当然ながら限界がある。
そこで、仏教化の如何や起源にはこだわることなく、ある時期の祖先 (偉人)崇拝のあ
りようを捉えて、その外来文化の影響による変容や外来文化の要素の到来過程のいずれか
に取り組むことのできる事例を探究した。結果、筆者がここ数年研究を続けている、ホト
クタイ=セチェン=ホンタイジとその曾孫のサガン=エルヘ=セチェン=ホンタイジとい
う人物への祭祀に着目することとした。この祭祀は、中国内モンゴル自治区オルドス市ウー
シン旗 (清代のオルドス右翼前旗)でおこなわれている。
(2)“二人のセチェン"とその祭祀
ホトクタイ=セチェン=ホンタイジは、16世紀後半のオルドスのウーシン地方に登場し
た王侯であり、現在の内モンゴル自治区の区都であるフヘホト市を中心に大勢力を誇つた
トゥメド部の首領であった大叔父のアルタンとともに活躍した。その活躍の最たるものと
筆者が評価するのは、ホトクタイ=セチェン=ホンタイジが属するオルドス部の首領を主
たる勢力としておこなわれた新彊や青海地方への遠征活動の一環として、仏教への帰依を
深めるアルタンとチベット仏教ゲルク派の高僧三世グライラマ・ソナムギャンツォを青海
地方のチヤブチヤールというところで会見させたことである。この出来事は、モンゴル人
の遠征活動の一つとしてよりも、その後のモンゴルにおける爆発的仏教信仰の広まりのきっ
かけとして評価されることが多い。この評価が示すように、ホトクタイ=セチェン=ホン
タイジとは、今日も衰えることなくモンゴル人が信仰する仏教の拡大に大きな役割を果た
した人物である1。
ホトクタイ=セチェン=ホンタイジのもう一つの事績としてあげておかなければならな
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いのは、インドとチベッ
トの帝王がおこない元の
フビライもおこなったと
される “政治と宗教 (=
仏教)を等しくおこなう
政治"について説いた
『白 い 歴 史 (肋γαη
セカたι)』 を編んだことで
ある。『白い歴史』の著
者をめぐっては、元のフ
ビライ説が有力視されて
きたが、近年はホトクタ
イ=セチェン=ホンタイ
ジと見る説も力をもって
きている2。 ここでは F白
い歴史』の著者に関する
議論には立ち入 らない
が、現在 にまで伝 わる
『白い歴史』がホ トクタ
イ=セチェン=ホンタイ
ジの何らかの関与を経て
いることは動かし難い。
ホトクタイ=セチェン=ホンタイジの故郷のウーシンでは、上に述べた、遠征、仏教的貢
献、史書編纂が彼の事績として称揚されている3。
このホトクタイ=セチェン=ホンタイジを祀る祭祀は、オルドスの研究者チルマイルト
が “ホトクタイとサガンの二人のセチェンの祭祀"4と呼ぶように、ホトクタイ=セチェン
=ホンタイジだけでなく、彼の直系の曾孫であり、17世紀前半のオルドス地方で活躍した
王侯サガン=エルヘ=セチェン=ホンタイジ (サガン=セチェン)をも一緒に祀る。
サガン=セチェンは、仏教に由来するその知識を生かして編んだ、モンゴルの歴史文献
の代表格的存在『エルデニ=イン=トブチ (ιガι崩ジη力♭湧)ど の著者として知られている。
ウーシンでは、彼の学識と史書編纂ならびにその根底にある仏教信仰、そして [エルデニ
=イン=トブチ』に記される彼の武勲、これらが称揚され、崇拝の対象となっている5。
(3)先行研究の状況
“ホトクタイとサガンの二人のセチェンの祭祀"は、すでに戦前より祭祀の様子の簡単
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な紹介と重要な祭文のテキストが公刊されている。しかし、その研究が発展するのは、1950
年代、とりわけ80年代以降に、やや詳しい祭祀の様子の紹介と重要な関連文献のテキスト
の公刊が、オルドス地方の研究者によつて進められて以降のことである。中でも目立つの
は、“ホトクタイとサガンの二人のセチェンの祭祀"の初のモノグラフであるチルマイル
トらの研究6と “ホトクタイとサガンの二人のセチェンの祭祀"に関する最大の研究書で
あるラグシャンブリンの研究7でぁる。以下、戦前から近年までの優れた研究を取り上げ
て紹介する。
1)モスタールトの先駆的業績 :無祀の紹介と祭支テキスト研究
筆者の知る限りでは、このホトクタイ=セチェン=ホンタイジ (以下ホトクタイと略す)
とその曾孫サガン=セチェン=ホンタイジ (以下サガンと略す)を合わせ祀る儀礼につい
てはじめて報じたのは、戦前オルドスに滞在したスクート修道会 (Scheut Missions―CICM
Missionaries.淳心会)のモスタールト (Antoine Mostaen)であった。モスタールトは1934
年に、ホトクタイとサガンの合祀の事実とその場所ならびに時期、祭祀の場で読まれるひ
とつの祭文『祈願の奏上 (力γαttα′―ヵη∂洵
=)」
8のテキストをロー マナイズのうえフランス
語に訳した9。
この文章は5ペー ジにも満たないものであるが、モスタールトがオルドスに滞在してい
た当時、ホトクタイがサガンとともにその後喬たちによって祀られているというあまり知
られていない事実を知らせる目的で書かれた。モスタ‐ルトは、『エルデニ=イン=トブチ』
(以下ETと略す)によって、ホトクタイが住んだのが、シャラ=ウス河 (sita usu ttul
〔ソハイ河 suqai ttul、紅柳河、爛泥河とも称される〕)の右岸、ウーシン旗南部のマンル
グ=ボラグ (mal∪嘲rbulavlという泉の近くに位置するイェヘ=シベル (yckc siber)と
いう所であり、その当時にも同じ名前で知られていることを述べる。ついで、ホトクタイ
の埋葬場所について、当地の伝説がそろって、ある丘に埋葬されたと述べていることを挙
げ、その丘とは、陳西省靖辺県の寧条梁から包頭に通じる道路の西にあって、イェヘ=シ
ベルから西北に8～10里、シャルリグ寺 (ざa?run sum_e)からそう遠くはないところに
位置していることや、この丘はイェヘ=オンゴン (yeke ongttn)と呼ばれて耕作も狩猟も
禁じられているところであること、モスタールト自身が1910年の夏にここを訪問したが、
煉瓦造りの建築物の遺跡があるのみだったと伝える。また、モスタールトは、ウーシン旗
南部のタイジ (王侯貴族)らの系譜を調査し、彼らはみなホトクタイの二男の後喬にあた
る者たちで彼らこそがホトクタイの祭祀にかかわっていること、陰暦の4月17日に祭祀を
おこなうこと、この日に付近のタイジたちがイェヘ=オンゴンに集つて火を焚き羊を屠り
アルチャ (arもa)とぃう植物を捧げること、参列者はこの文章でモスタールトが紹介して
いる祭文をH昌えること、モスタールトがこの祭文の原本をホトクタイの後喬に当たるワン
チュグラブダン=タイジ (VangもuTabdan tayiJl)から1916年頃に贈られたこと、ワンチュ
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グラブダン=タイジは毎年この祭祀に参加していること、などを紹介している。そして、
その祭文『祈願の奏上』のローマ字転写テキストとフランス語訳を載せた。このように、
モスタールトの紹介はごく簡単なものではあるが、ホトクタイの後裔がその祭祀を執行し
ていること、その場所と時期、重要な一つの祭文をはじめて学界に知らせた功績は大きい。
戦後になってモスタールトは、サガンならびにホトクタイ “二人のセチェン"の祭祀に
関する詳しい情報と1934年の文章で紹介しなかった二つの祭文『サガン=エルヘ=セチン
=ホンの経 (♂αγαttg″膨∫ι務刀¢ヵヵ
=―
ヵれ∫
"肋
rl』と『オンゴンの献香儀礼 (οttγ,か,dαttg
チαノ,Jγジ ο′坊∫′う
')』
のローマ字転写テキストとフランス語訳、解題を付して1957年に発表
した1°。この論文でモスタールトが明らかにしたことは、ほぼ次のようにまとめることが
できる。
この祭祀は、主にその後喬に当たるウーシン旗のタイジによって行われている。祭祀は、
彼らの墓所に公式に年ごとに捧げられる犠牲と、個別に祈られる祈りからなる。公式の犠
牲はジュム (Jumu)と呼ばれる役人が司どり、“ウチュク"11と呼ばれる犠牲の祈りを朗誦
する。サガンが埋葬された場所は、ウーシン旗のイェヘ=ボドン (yeke bodong)という
ところのそば、ササ=イン=シリ (sasa―yin sili)と呼ばれる丘のすぐ近くにある。墓のす
ぐ近くは狩りと開墾が禁じられている。墓所の番人は、テーガムあるいはテーガン (tayi_
粋m)と言う。ウーシンの王侯が犠牲を捧げ “ウチュク"を朗詠するのは、毎年旧暦12月29
日である。さらに、サガンとその祖先が住んだイェヘ=シベル草原に隣接しているバガ=
シベル (baw siber)草原で、毎年旧暦5月16日に、モンゴル人が「エルヘ=セチェン=ホ
ンタイジ12のスルデ (sulde)」と呼ぶ、サガンの魂の宿る軍旗で「守護神」となったもの
を記念して、犠牲を捧げ “ウチュク"を朗誦する祭りがおこなわれる。ホタクタイはイェ
ヘ=オンゴンと言う丘に埋葬されている。この丘はウーシン地域の南部に位置している。
イェヘ=シベル草原の北西8～10里の距離にある。シャルリグ寺 (ざarlttun sum e)、公式
名をvayiqamsttai egule_tu sum゛(驚嘆すべき雲の寺)、 漢語では瑞雲寺という名を持つ
寺院から遠くない。ここもまた禁猟禁耕区である。毎年旧暦4月17日にウーシンのタイジ
がそこで、“ウチュク"を朗誦して犠牲を捧げる。サガンの最期には悲劇的な伝説があり、
彼は清への服属を拒んだが、清をおそれた息子に裏切られて、清の皇帝の命によって処刑
されたという。また、ホトクタイもサガンも、その転生の出現を阻もうとするチベットの
ラマの策謀により、埋葬した亡骸が掘り返され経文でくるまれたために、事実彼らは転生
しなかったという伝説もある。ホトクタイは、三世グライラマ・ソナムギャンツォより、
古代インドのマガダ国王ビムビサーラの転生であることを意味する称号13を与えられたが、
当地の伝説では、チベットの富の神である黄ジャムバラの転生ともみなされ、祈りの中で
さまざまな加護を求められる。サガンとその祖先に捧
'デ
られる祭祀の特徴は、その墓所の
前で毎年捧げられる荘厳な供犠の時の “ウチュク"や奉納物を捧げる時に唱える祈りにお
いて、ひとしくホタクタイの名前がサガンの名前に先行して読み上げられることにある。
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もう一つの特徴は、その祭祀がチンギスの祭祀と結合されていると言うことである。実際、
彼らを称えて公衆の前で朗詠される祈りでは、チンギスの名は、常に彼らに先立っており、
ホタクタイとサガンの祭祀はチンギスを称える祭祀の延長と補充のように表現される。ま
た、チンギスを称える祈りと供犠において、ホタクタイとサガンが同じ役害Jを持つと言う
ことがある。実際、Fチンギス=ハー ンの奏上と供物を捧げる行いを迅速に為すもの
(湧η
==ね
ヮαγα乃‐力σじ町 勉肪J,,Jι激,,"跡崩rgιかどうカチカγ湧形れぞ=虎
励ο秘ぎあ,,)』という儀
軌書では、チンギスはホタクタイとサガンを舎属として従えている。この二人は、中心に
位置するチンギスを囲んで立っているように描写され、三人すべてチベット仏教の神を想
起させる特徴および特性をもっているように記述されている。さらに祭文には、チベット
仏教の神が登場し、供犠の場所への到来と奉納物の一部を受け取るよう呼びかけられても
いる。
以上がモスタールトが紹介する “ホトクタイとサガンの二人のセチェンの祭祀"の概要
である。モスタールトは続いて、この論文に採った二つの祭祀関連文献を紹介し、いくつ
かの考察をおこなっている。モスタールトがこの論文において紹介する二つの祭文は、1936
年にホトクタイの二男の後裔に当たるトブチンドルジ=タイジ (TobもindOtti tayiJi)より
贈られたものである。はじめに紹介するのは、『サガン=エルヘ=セチン=ホンの経』と
いう。これは、モスタールトが前著で紹介したホトクタイの墳墓の前で毎年暗唱される “ウ
チュク"と多く類似点をもつ祈りを含んでおり、旧暦12月29日にサガンの墳墓に向けて読
まれる祈りでもあり、その守護神軍旗 (sulde)に向けて旧暦4月16日に読まれる “ウチュ
ク"でもある。コロフォンでは、これがロブジヤンチョイラグ (LubJangもOyirag<tib.
bLo―bzang chos―brag)というラマが、バルジュル (Balざur)とぃう貴族の求めに応じて書
いたとある。このロブジヤンチョイラグは、1835年に『真珠の数珠 (d,♭冴′ιr,滅)』 という
年代記の著述にあたり著者を助けたラマに他ならない。モスタールトは、バルジュルがロ
ブジャンチョイラグにこの『サガン=エルヘ=セチン=ホンの経』を著すよう求めた理由
として、この祭祀はすでに長いこと存在したが、祭文自体の語彙およびスタイルが廃れ、
もはや彼の時代の文学的知識が許容できなくなったため、その代わりとして新しいものを
作らせたのだろうと見ている。もう一つの写本は『オンゴンの献香儀礼』という。これを
モスタールトが前著で紹介したホトクタイの墓所における毎年の供犠の時に朗誦する “ウ
チュク"と比較すれば、『オンゴンの献呑儀礼』が大衆的バージョンであり、“ウチュク"
のテキストが祭祀の公式バージョンであることは明白であるという。実際、Fオンゴンの
献香儀礼』がホトクタイに帰する驚異的な行動が “ウチュク"には見えない。“ウチュク"
には、ホトクタイの妻に関する言及、およびホトクタイがソナムギャンツォに与えられた
古代インドのマガダ国王を意味するスクチェンニンポ (<tib.8Zugs can snying po)号に
関する言及がまったくない。これに対し『オンゴンの献呑儀礼』では、ホトクタイの妻セ
チェン=ハトン (Seもen qatun)は夫のすぐあとに記されている。彼女は、今なおオルドス
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の口碑に登場し、天女 (dakini)の化身であると言われる。ホトクタイは、セチェン=ノ
ヤン (Seもen nOyan)という人々によく知られた名でしか記されておらず、富の神の化身
とされている。公式バージョンの “ウチュク"と『オンゴンの献香儀礼』の間には、この
他にも、『オンゴンの献香儀礼』ではセチェン=ノヤン14の子孫と「隷属民」双方への恩恵
を要求しているのに射し、公式の “ウチュク"では、ホトクタイの「隷属民」は登場しな
いことや、ホトクタイ自身に奉納をおこなう「隷属民」に向けられたテキストであるとい
う違いがある。これとは反対に、『オンゴンの献香儀礼』はサガンに言及していないこと
にも注意すべきである。この事実において、このテキスト (より正確には、その最初のテ
キスト)が、サガンの祭祀がまだ実施されていなかった時期に遡ることを証しているのか
もしれない。さらにこのテキストは公式の “ウチュク"よりも古風であることも挙げられ
る。表現から見ても『オンゴンの献香儀礼』はさほど近代化されたようにはみえない。し
かしモスタールトは、どのような人々がどのような事情において『オンゴンの献香儀礼」
を朗誦するかわからない、と述べている。
2)重要テキストの紹介と研究
モスタールトの先駆的業績に続いて、1980年代からは、重要な祭文類のテキストのいく
つかが相次いで発表されるようになった。
その第一は、モスタールトが言及した儀軌書『チンギス=ハー ンの奏上と供物を捧げる
行いを迅速に為すものというもの』である。これは、モスタールトがオルドスで収集した
文献類を積極的に研究したセルイス (H釦守 Serruys)によって1985年にテキストのローマ
字転写に英訳注を付して刊行された15。 これとは別に、内モンゴルのフレルバートル
(Kttelbawtur)がイタリアのモンゴル研究者キオド (Elisabetta Chiodo)より提供された
コピーとセルイスのローマ字転写テキストを対照したモンゴル文字による校訂テキストを
発表した16。 学術的観点からすれば、関連の情報を含む導入と訳注を備えたセルイスの業
績のほうが優れている。
この儀軌書は、モスタールトも明らかにしているように、中心に赤面憤怒形のチンギス
を配し、その周囲にホタクタイとサガンが谷属として従っている様を文字で描写し、この
描写に対して供犠や奉納を如何におこなうかを記したものである。
セルイスは、テキストを一読すればわかることではあるが、この儀軌書には完全にチベッ
トの考え方と表現が浸透していることを特徴としてあげている。また、ネベスキー=ヴォ
イコヴイツ (Ncbesky―WoikOWitz,Renё de)が、青海地方のモンゴル人とチベット人に崇
拝されている榊々の中にチンギスが含まれていることと、そのテキストの一部をチベット
語のテキストノ
"J′
力α
=肋
,♭力
=dο=dり'れ
C力οガψんr'れ
=」
Ji rtt pα脇,れs PttOgs gじをす,
う∫βあ∫P,から引用していることを知らせている。セルイスは、このチベット語テキスト
がオルドス出自のテキストを翻訳したものかあるいは受容したものとみなす一方で、注の
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中でチベット語テキストの方がオリジナルであるという考え方に傾斜しつつあることを述
べている。
第二の重要なテキストは、『ササ祭祀の経 (sα∫α″ガγ_α―ガ乃ぎカカr)』である。これは
1985年にオルドスのチョイダル ∝oyidar)が、もとの写本を (自身で?)書写したものを
出版に供し、モンゴル文字活字にして公刊されたもののようである17。 もとの写本には清
の光緒32(1906)年の紀年があり、写本そのものは清末のものであるが、チョイグルが公
刊 した活字テキストの末尾には、民国31(1942)年11月16日に書き終えた旨が記されてい
る。『ササ祭祀の経』のテキス トは、1995年にオルドスのブリンジルガル (Burittir甲1,
「
arqttan)によつて活字に直され注釈を加えて再び公刊された18。 セチェンとサガンの生
涯の略述と三箇所でおこなわれる “二人のセチェンの祭祀"の概要も付されている。この
ブリンジルガルのテキス トには、チヨイグル提供のテキストに記されている、民国31
(1942)年11月16日に書き終えた旨が見えない。両者とも写本に関する情報を一切明らか
にしていないため、これらテキストの相互関係は明らかにし得ない状況にある。
1990年代に公刊された重要祭文類のテキス トの紹介と研究の主たるものは以上であるが、
ラグシヤンブリンの研究書には上で紹介したテキストのほとんどだけでなく、従来知られ
なかった多数の祭文類のテキストを紹介し初歩的な研究をおこなっている。このことも含
め、ラグシヤンブリンの研究については下でまとめて述べる。
3)祭祀の状況に関する紹介と研究
1990年代に入り、オルドス地方の研究者らによつて、“二人のセチェンの祭祀"の状況が
やや詳しく紹介されるようになった。上に記したように、この中では、“二人のセチェン
の祭祀"の初のモノグラフであるチルマイトらの研究に言及すべきであるが、“二人のセ
チェンの祭祀"に関する最大の研究であるラグシヤンブリンの著書が出た今は、研究にとつ
ての重要性が薄くなったので、刊行の事実だけをここに述べるにとどめる。
筆者が集めた資料の中では、モスタールトに続いて、上に紹介したブリンジルガルが、
三箇所でおこなわれる “二人のセチェンの祭祀"の概要を手際よく紹介しているので19、
これに基づいて祭祀の概要を示しておく。
①ダルハンラマ寺 (darqan lalna―yin sum゛):ゥーシン旗トク=ソムのグルハンラマ=
ガチャーにある仏教寺院。本尊はセチェンの塑像で、彼の玉印や剣なども祀っていた。順
治6年からた正9年の間にアル=イン=ホイ (aru_yin qoi)とウルゲ=イン=ホイ (ёlge
―yin qol)という小さな廟を合わせて建立された寺院であるが、元来はサガンが建立した寺
であり、ウーシン旗の “内ハリヤー (dotllr}yin q?y_a)"20の地方的寺院であったので、
この寺は内ハリヤーが管理し祭祀のすべてを遂行している。寺院では、サガンの甲冑と弓
袋などをも祀つていた。祭文はすべてモンゴル語で読む。まずサガンの家譜を読み上げる。
祭式は他のウーシン旗内とは異なっている。祭祀にはウーシン旗長や貴族、官僚とサガン
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の後裔が一緒に参加して祀るものの経は唱えず、聖俗そろって寺院内で酒宴を催し音楽と
歌で盛り上がるものであった。寺には確かに数多くの仏典があるが、これは主たる信仰の
対象ではない。この寺にはマンバ=ラサン (薬学部)があった。ダルハンラマ寺のオボー
は旗が管理し公文書を出して祭祀のすべての用度を準備する。このようなオボーは旗内に
は他にない。寺の北方、半日の距離にあるバガ=ノールはウーシン旗の東北部にあたるが、
ここに旗の役所がある。ホトクタイが生まれて死んだ所はウーシン旗の西南に位置してい
るが、旗の役所からかなり遠くて不便なため、ホトクタイを祀る寺であるダルハンラマ寺
を旗の役所の近くに建立したのである。
②普く集まった完全な安寧もつ宝殿 (qotalaもittluttan tegus amu型lang―tu erdeni―yin
qarsi):ここはホトクタイとサガンのオンゴンとスルデの祭祀をおこなう寺である。イェ
ヘ=ボドン草原の西北に位置するイェヘ=オンゴン車原にホンタイジ21が生前に建立した。
これは、シラオスン河南岸のイェヘ=シベル草原から500～600里の距離にある。この地は
現在は陳西省神木県イェヘ=ボドン郷内に位置している。ここはもとはウーシン旗の地で
あった。なぜシラオスン河南岸イェヘ=シベル車原からイェヘ=ボドンの地に移ったのか
というと、第二代ウーシン旗長グルジャ (Dar〕)が康熙14(1674)年に映西から寧夏の
長城近辺の地で反乱軍を鎮圧する軍功を立て、長城内外に住んでいたウーシン旗のガルハ
タン=ハリヤーの民が東北に移動し、イェヘ=ボドンが位置する神木県北部一帯に居住す
るようになり、それまで祀り信仰してきたオンゴンやスルデくオボーや土地の神を祀る物
までもそこに移したからである。
③バンチャン寺 (banもan sum_c):モンゴル風のチベット語表記はボンスクガダンチョ
イリン (bungsuttadanもoylling)22とぃぅ。モンゴル語に訳せば、普く集まつた喜びを全く
具えた法の洲 (qotalaもittlllcan bayar te♪S nOm_un tib)。この寺は、サガン家の菩提寺で
ある。この寺にある信仰の対象や祭祀については『ササ祭祀の経』に仔細かつ明らかに語
られている。また、ホトクタイとサガンの図像を祀つている。バンチャン寺と、ホトクタ
イとサガンのオンゴンとスルデを祀る寺は相互に密接な関係がある。「普く集まった精美
な安寧もつ宝殿 (qotttaもi型luFan tangsw23 alnuwlang―tu erde?―yin qarsi)」での祭祀は、
まずはじめにラマたちが施餓鬼を準備し終わった後、タイガン (モスタールトのいうテー
ガムあるいはテーガン)たちが羊の九煮と清浄な乳製品を捧げて、皆が手をつないで礼拝
して供物を捧げて戻り、白いフェルトの敷物の上で三度脆き九度礼拝する。ラマたちが「ガ
ンス (g,町∫ヵ)」%を読み終えると、旗長から順に、みやまぬかばの仕事人25、 聖俗がみな
集まって、良き香 りの五つの供物であるお香、灯火、食べ物、花、香りを捧げ、ラマたち
が真言を唱えはじめたら、貴族らから順に五色のハダグを捧げ、仕事、奏上、祈願を申し
上げる。また、男の三種の競技26をおこない表彰する。そのあと、一般人が祭祀の手順に
従つて祀り祈願する。ガルハタン=ハリヤーの貴族 。一般人以外の他のハリヤーの人と他
旗のモンゴル人も自ら各自の信心に応じて祀る。また、シラオスン河南岸のタイジたちが
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毎年陰暦4月17日に供物を捧げ奏上・祈願をおこなう。シラオスン河南岸のタイジたちは
ホトクタイの二男の子孫であるが、シラオスン河南岸にはオンゴン、スルデの祀所として
建てたものがほとんどないのである。
4)ラグシャンブリンによる集大成
ウーシン旗の医師であり、サガンの祭祀の実行と維持、発展の功労者であるラグシヤン
ブリンが、サガン生誕400周年にあわせ、これまでの関連する先行研究をまとめ、自ら調
査・見聞したことや、収集した資料を一挙にまとめた『サガン=セチェンの祭祀』を2004
年に刊行した27。筆者は翌年に書評を発表し、その内容を紹介した
28。本稿でこの大者の内
容を簡単にまとめることは困難であるので、ラグシヤンブリンの研究の特筆すべき点を以
下に示すにとどめたい。
①ホトクタイやサガン、彼らの後裔、ホトクタイとサガンの祭祀に携わったラマや地
元の文化人の事績を細かに挙げている。賛否が分かれるところではあるが、これら
の人々に関して地元で言い伝えられている伝説の類も積極的に取り入れている。
②しばらくの間途絶えていた祭祀の復活に尽力したラグシヤンブリン自らの活動の中
から獲得した情報や丹念に書き留めておいた記録を掲載している。
③これまで知られていなかった祭文類を多数採録し、その一部を巻末に影印した。
④いくつかの場所でおこなわれるホトクタイとサガンの祭祀の変遷と現況、祭祀の手
順などを詳細に示している。
ラグシヤンブリンの研究には、記述が論理的ではないためにやや読みにくい点があるこ
とや、採録 。収集した祭文類の出典・所蔵などの書誌的情報を十分に明らかにしていない
など、改善を要する部分がある。しかしながら、ラグシヤンブリンが、これまで知られて
いなかった数多くの歴史的事実を明らかにし、数多くの祭文類のテキストを公刊したこと
の功績は大変に大きく、本稿のもとになった研究もこれに大いに助けられた。
なお、上に示した以外にも、オルドスの研究者が関連する研究や紹介を発表しているが、
ここでは一々紹介せず、注に掲げるにとどめておく29。
5)ホルチヤビリグによる新研究
“二人のセチェンの祭祀"における外来文化要素の受容を歴史的に捉えようとするとき、
この祭祀に大きな影響を与えたのは明らかにチベット仏教あるいはそれに由来する文献群
であり、それはトトイ (Tottli)という人物のチベット巡礼を契機としていることが、とく
にオルドスの研究者の論著に累々述べられてきた。しかし、そのことを記す史料や根拠が
明らかにされてこなかったため、歴史学的に納得のいく形で研究されることはなかった。
そのような状況下、 トトイの巡礼について記すきわめて注目すべき史料『智慧の灯火と
言われる宝の綱要 (♭テどを―力η>′α影れ魃溌た力餌諺崩‐ガ猾力炭り
'。
以下BJと略す)』30が、
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2004年6月にウーシン旗で開催されたサガン=セチェン生誕400周年記念の学会で、内モ
ンゴル社会科学院のホルチャビリグ (Qurもabilig)によって紹介された。この紹介はほぼ
そのまま論文「サガン=セチェン研究に関連した若子の誤解を明らかにする」31として刊行
された。
ホルチャビリグは、コロフォンによって、著者がヴァンチンノルブ (Vanもingnorbu)、著
年が1836年であることを明らかにした。ヴァンチンノルブがどこの誰かは今もって明らか
でないが、ウーシン旗の仏教徒であろうと述べている。そして、この資料は、①これまで
伝えられてきたものとは異なるサガンの後裔の系譜が見えている、②サガンが後半生、仏
教徒としての行いに精力的に取り組んでいたこと、③サガンの後裔として者名なメルゲン
=アハイ (M∝gen aqai)はトトイの称号であって、別の人物ではないこと、④サガンの祭
祀の書物『チンギス=ハー ンの奏上と供物を捧げる行いを迅速に為すものというもの』は、
1812年にチベット巡ネとに出たトトイが、ラシルンブ (rasilhunbj<ib.bkra shis lhun po〔タ
シルンポ〕)で七世パンチェン・ロブサンバルダンダムビニマ (Lubsangbaldandambinim_a
<伍b.bLo bzang dpalldan bstan pai nyi ma〔ロサンペンデンテンペーニマ〕)に書かせた
ものであることを明記していること、これらの点で価値の高い文献であるとする。
その後ホルチャビリグは研究を進め、2005年の中国国内の学会において「チンギス=ハー
ン尊い二人の容属の祭祀の始末」32を発表した。主な論点は、1812年にトトイが七世パン
チェンに書かせたサガンの祭祀の書物は、オルドスに存在したチンギス、ホトクタイ、サ
ガンの祭祀を結合させた “チンギス=ハー ン尊い三人の容属の祭祀"33の成立を意味するこ
と、七世パンチェンの書いたサガンの祭祀の書物、すなわち儀軌書はチベット語で書かれ
ていたので、これが即座に翻訳され、『チンギス=ハー ンの現観論、招請、供犠、懺悔礼拝、
賞賛、祈願などを揃え含めた堅い武器というもの (ど,乃
=g,∫
?αγαか防う,ォ彦
=湧
ウηο乃,J
Jα物′rp?αηgγ
'′
Ю"切力浙肋Jれαγttγαど滋γαttα′9/9J♂rgじ
―ガ♭
'rinう
,γttγαβ"♭α効ンう∫ι=
た釦宅税οr,sわα)』、あるいは、『チンギス=ハー ンの奏上と供物を捧げる行いを迅速に為
すものというもの』という名で現在も伝わっていること、光緒32(1906)年に再編集され
たサガンの祭祀の次第を記した重要な文献『ササ祭祀の経』では、それまでのチンギス、
ホトクタイ、サガンの三人の祭祀をやめて、主にホトクタイとサガンを祀る祭祀に変更さ
れていることから、七世パンチェンが作った「三人の祭祀」が、元来の「二人の祭祀Jに
戻ったこと、これらを主張した。
これらホルチャビリグの研究は、いつの時点で成立したか不明ではあるが従来からあっ
たホトクタイやサガンの祭祀が、1812年に七世パンチェンの儀軌書によってチンギスとの
合祀の形をもってチベット仏教的に整えられ、それが1906年に再びホトクタイとサガンの
祭祀に復帰したという現在の “ホトクタイとサガンの二人のセチェンの祭祀"に至る変遷
の過程を示したことや、七世パンチェン作の儀軌書将来の経過を示すBJという文献、七
世パンチェン作の儀軌書とそのモンゴル語訳、七世パンチェン作儀軌書からの脱却を規定
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した『ササ祭祀の経』という文献の存在を主張した点が注目に値する。
(4)本稿の目的
冒頭に示した、本稿の目的をもう少し詳しく述べておきたい。
筆者は、上のホルチャビリグの研究に触れ、この研究課題において、自らBJをはじめ
とする関連史料を入手してテキストを分析することと、そしてできるならば、ウーシン旗
や隣接 した地域に現地調査をおこなうことを目指した。
結果から言えば、時間的制約で現地調査34を十分におこなえず、祭祀がおこなわれる全
地点を自らの足で踏めなかった。また、ホルチャビリグが使用した『チンギス=ハー ンの
現観論、招請、供犠、懺悔礼拝、賞賛、祈願などを揃え含めた堅い武器というもの』とい
う七世パンチェン作の儀軌書のモンゴル語訳が所蔵されているはずの機関で行方不明になっ
てしまったことが影響して、“二人の祭祀"の全体像を把握するまでには至らなかった。
そこで、この研究課題では、新出史料BJに対する文献学的研究と、モンゴル人の祖先
(偉人)崇拝にチベット的要素が如何に持ち込まれるか、その過程や動機を明らかにし、
外来文化の要素の受容に働く力学の一端を示すことに絞ることとした。
ホルチャビリグの研究がまだ十分に踏み込んでいないこととして、BJそのものに姑する
文献学的考察が十分でない点が挙げられる。下の2(1)で紹介するように、BJ成立の背
景には、これとほぼ同時期に成立したいくつかの文献との密接な引用関係があることをホ
ルチャビリグ自身述べている。しかし、その関係が何を意味しているかに注意を払わなかっ
たため、BJの内容構成から見られる、当時のオルドスにおける伝統的歴史記述の伝記とし
ての再編という興味深い事実が浮き彫りになっていない。
またホルチヤビリグは、七世パンチェンが編んだ儀軌書のモンゴル語訳には着目してい
るが、そのチベット語原典との比較をおこなっておらず、原典と翻訳の間に違いがあるか、
あるとすればどの点にあるかが明らかになっていない。筆者自身もこの点の追求はいまだ
不十分であるが、モンゴル人自身が祖先 (偉人)祭祀の現場でチベット語原典をどのよう
に運用していたかなどを、BJの記録と合わせて可能なかぎり明らかにしたい。
また、ホルチヤビリグの研究の主たる目的は、オルドス地域の歴史研究で見逃された事
柄をBJの記述によって補うことにあるのに対し、筆者の目的は、モンゴルに異文化の要
素が持ち込まれる過程でどのような力学や動機が働くかを明らかにするところにある。こ
の点にホルチャビリグの研究は及んでいない。
冒頭に示した目的は、以上のような先行研究の現状と、自身がおこなってきた研究の実
態を7Hkまえて設定したものである。
2.『智慧の灯火と呼ばれる宝の網要』(BJ)の文献学的研究
このBJの写本は、現在内モンゴル社会科学院図書信息中心に所蔵されている。毛頭紙
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に黒墨、毛筆書き、19×17 cm、34葉74面。この写本の筆跡をよく観察すると、かつて内モ
ンゴル社会科学院に勤務していたセイノイロブ (SeyinOyirub)氏のものであることがわか
る。よってこの写本そのものは原本ではなく、かなり後代の写しである。
この史料は、上述したように、ホルチャビリグによって学界にはじめて紹介された。こ
の文献の調査に当たっては、留学時代の恩師である内モンゴル社会科学院歴史研究所のチョ
イジ教授より多大なご後援をいただいたことを特に記して謝する次第である。
なお、本稿脱稿後に楊海央教授から提供された情報によると、オルドス地方の文献所蔵
機関にもBJの写本が所蔵されているとのことである。遺憾ながら、時間的制約があり筆
者はこれを実見調査できなかった。
(1)スマテイグルマキルテイ著『明らかな鏡』との関係
ホルチャビリグは、このBJのはじめの7葉はスマテイダルマキルティ者のホトクタイ
の伝記『明らかな鏡 (gι
=ι
れ潮テ.以下GTと略す)』 の一部内容を部分的に編集して書いた
ものであり、その上、ロブサンドゥンルブの『ハンたちノヤンたちの根源を簡単にまとめ
て示した智慧の灯火 (¢α′乃οノ,か,れ,ηJ力∫力′?J‐,ヶοう税′α乃?ヵめ性ヵ カデカ='励=Sι
乃♭′Jを―ヵ乃
ン′α)』 のあとに名前を付けないままにつなげて写したものである、と述べている
35。筆者
が調査したところ、BJとロブサンドゥンルブの Fハンたちノヤンたちの根源を簡単にまと
めて示した智慧の灯火』との間には、テキスト上の関係があることは確認できなかったが、
GTとBJのテキストには、両者酷似している部分がたしかにある。おそらくどちらかが
他方を参照して引用したものと推測される。下の表で、BJとGTのテキス トから一部を
取り出して比較してみる。
上下を比較すれば、両者にはごくわずかな語レベルの違いがあるだけで、いわば、丸写
しに近い状況を示していることがわかる。
(表1)BJ(0■01‐02:11。上段)とGT(03a01…03b10。下段)の比較
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(2)内容と構成
BJには、このようなGTのテキストと酷似した部分、言い換えればGTとの共通内容
が存在する部分と、そうでない部分がある。このことを確認するために、(表2〉 にBJの
内容を55に分け、GT(A本)36との内容を姑比した。
(表2)BJとGTの内容の比較
No 内 容 BJ箇所 GT(A本)箇所
1 帰敬掲 01:01-02:0403a01-03b04
者述意図 02105-02:0803b05-08
ホ トクタイの家系と生年 02:09-03:1003b09-04a08
ホトクタイの生来の聡明さ 03:11-03:1204a09-11
ホトクタイの第一次オイラド戦 04all-04b03
ホトクタイがシルジムジという三谷の合流点に至リオチル=トマ
イらをオルドスに連れ帰ったこと
03:12-07:0504b03-06a01
7 アルタンが順義王号を得たこと 06a01-08
ホトクタイの息子・弟らがトクモクと戦い戦死したこと 06a08-06b09
ホトクタイがトクモクに報復したこと 06b10-07b01
ホトクタイの第二次オイラド戦 07b02-10
11
第二次オイラド戦でオルドスのボヤン=バー タル=ホンタイジが
エセルベイ=ヒアに殺されたこと 07b10-08b04
ホトクタイがボショグトをジノン位につけたこと 08b04-10
アルタンの発心 08b10-09a04
ホトクタイがソナムギャンツォ (ソドノムジャムッ)と会見する
ことをアルタンに説得したこと
07:05-08:0609a04-13
ソナムギャンツォに使者を送ったこと 08:06-08:1209a13-09b08
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ソナムギャンツォがアルタンと会見することを返答したこと
青海地方のチャブテルという所に仏堂を建て、そこにアルタンが
到着したこと
09b13-10a03
ソナムギャンッォヘ第一次迎接使派遣
第二次迎接使派遣 10a08-10b04
第三次迎接使派遣 10b04-10
第四次迎接使派遣 (ホトクタイ参加) 08:12-09:0310b10-13
会見以前にソナムギャンッォがアルタンとホトクタイに神変を示
したこと
10b13-1lb08
ソナムギャンツォとアルタン、ホトクタイが前世から施主と帰依
処の関係にあつたことの説明
1lb08-12
アルタンの前世がフビライで、ソナムギャンッォの前世がパクパ
であったこと、パクパがフビライに灌頂を授け、フビライがパク
パに大量の布施と称号を与えたこと
1lb12-12a07
ホトクタイの前世が古代インド・マガダ国のビンビサーラ王で
あったことの説明
12a07-09
セチェン=ダイチンとオチル=トマイ=ホンチャンの前世の説明 12a09-12b05
アルタン、ホトクタイらチャブチル寺でソナムギャンツォに大量
の布施
09:04-10:0512b05-13a04
ホトクタイの宣言により会見開始 10:05-12:1313a04-14a03
法の禁令を定めたこと 12:13-14:0414a04-14b05
モンゴル諸侯がソナムギャンツォにダライラマ号を捧げ、ソナム
ギャンツォがモンゴル諸侯にそれぞれ称号を与えたこと
14104-15:0714b05-15a09
ソナムギャンツォがニロム=タラに向かうことを告げ、ホトクタ
イをふくむモンゴル諸侯がモンゴルの地で為すべき仏教振興事業
(寺院建立、ガンジョールの完成)を約し、モンゴルにトンコル法
王が派遣されたこと
15:07-17:0315a09-16a01
ニロム三タラで寺院建立中に起こった出来事 16a01-17a01
ジャン国王がソナムギャンツォに使者を送り布施したこと 17a01-18a07
ニロム=タラの寺に屋根をかけたこと 18a07-18b02
サイソン=ボムボ=ナムジがソナムギャンツォの前で出家してす
ぐに死んだこと
18b02-19a08
隆慶帝がホトクタイにロン=ホ=チャン=ハー ン=ユンワン号を
授けたこと
19a08-19b02
アルタン危篤に陥り、 トゥメドに仏教に反対する動きが起こる。
アルタンとホトタタイが仏教を栄えさせるための方策を定めた後、
アルタンが死亡
19b02-21b04
ソナムギャンツォ、モンゴル巡錫途上に甘粛省に招かれたこと 21b04-22b02
ソナムギャンツォ、ホ トクタイの領地に至って灌頂を授けたこと 22b02-23a01
19～20世紀前半のオルドスにおける外来文化要素の受容過程に関する一考察
―-241-一
『北東アジア研究』別冊第1号(2008年3月)
ソナムギャンッォ、ボショグト=ジノンの領地に至り、寺院を建
立すべき場所を指図し、ボシヨグト、ホトクタイ、セチェン=ダ
イチンに湛頂を授け、三者が和平を約したこと
23a01-08
ボショグトが寺院を建立し、釈迦牟尼像を完成させ、マイダリ法
王を招いて落慶法要を営み、マイダリ法王に大慈法王号を捧げた
こと
23a08-23b05
42
ソナムギャンツォがフヘホトにいたり、アルタンの遺体を火葬に
付したこと
23b06-24a02
43前世の悪行のため魔羅に変じたア
ルタンの妻妾モロム=ハトンを
ソナムギャンッォが調伏したこと
24a02-25b03
44 ソナムギャンツォがハラチンに向かつたこと 25b04-05
ホトクタイが108巻のガンジョー ルを完成したこと 17:03-17:0825b05-10
ホトクタイ死亡 17:08-1810825b10-26a08
47 ウルズィー=イルドゥグチの生涯簡述 18:08-19:0426a08-26b05
オチル=トマイの子が比丘戒を受けたこと 19,04-19:1226b05-11
オチル=トマイの子が トウブ=タイジと共にチベットに赴きパン
チェン=エルデニよリゲロン=ジャルサン=バンデイダ号を授
かったこと
19:13-20:1026bll-27a08
ゲロン=ジャルサン=バンデイグの子ロブサンポンツァグがチ
ベットに赴き、パンチェン=エルデニよリライジヤルサン=バン
デイダ号を授かったこと
20:10-2110727a08-27b05
パンチェン=エルデニがライジヤルサン=バンディダに聖物を与
えたこと
21:08-23:0427b05-28all
聖物を祀つた所について 23:04-24:1128all-29a04
ナムタイ=ホンタイジがハラチンに至り、ソナムギャンツォを
チャハルに招いたこと
29a04-29b04
ソナムギャンツォが入寂の兆候を示したこと 29b04「30a02
ソナムギャンツォが万暦帝の使者と会ったこと 30a02-30b07
ソナムギャンツォがチャハルのトゥメン=ハー ンの使者と会った
こと
30b07-31a08
ソナムギャンッォがジロムタイで入寂、その化身がスメル=ダイ
チンの妃に生まれ、ソナムギャンツォの転生と認定されたこと
31a08-32a12
ソナムギャンツォの化身がチベットに至り、パンチェン=エルデ
ニより比丘戒を受けヨンテンギャンツォ (ヨンドンジャムッ)と
名を馳せたこと
32a12-33a08
ウルズィー=イルドゥグチの子バト=タイジが軍功によリバート
ル=セチェン=ホンタイジ号を、バト=タイジの子サガンがエル
ヘ=セチェン=ホン号を受けたこと
24:11-26:1033a08-34a05
サガンの子孫、チヨイルジモ、ガリングラ、サインオヨト、ハル
ハ、ガンジョルらの功績について
26:10-28:11
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ガンジョルの息子トトイが清の協理台吉となり、さらにオルドス
の王侯らからメルゲン=アハイ=ノヤンという称号を贈られたこ
と
28,12-29:07 1
トトイと妃、息子ゴンチョグジャブら、チベット巡礼の旅に出立 29107-30:02
アムドに至リクンブム寺参拝 30:03-31:03
トンコル寺参拝、シンザ活仏と後日のオルドス訪問を約し合う 31:04-32,01
チャガン=ノモンハンやスムパ活仏に礼拝 32:01-32109
マチン=ポムラのオボーを〒Bる 32:09-32:13
呪師らの道行きの邪魔やゴロク地方の盗賊らを鎮める 32:13-33:10
ラサ到着 33110-34:03
ラサにある諸聖像に礼拝 34:03-35:05
九世ダライラマ・ルンドゥクギャンツォなどの活仏や高僧に礼拝 35105-37:05
タシルンポに向い、当地で七世パンチェン・ロサンペンデンテン
ペーニマに礼拝し、慰労のことばを賜る 37:05-38:10
宿所で七世パンチェンより受けた厚遇 38:10-39:02
タシルンポの聖像や聖蹟に参拝 39:03-41:01
74サジャ=バンチン (SaJa bal道■)のところに向かい、サジャ=バンチンにネし拝して戻る 41101-44:09
七世パンチェンがモンゴルにおけるチンギス祭祀のことをたずね、
チンギスを厚く祀っていることを賞賛する
44:09-45'13
七世パンチェンがトトイの祖先のことをたずねよい血筋であるこ
とを賞賛する
46101-47105
宿所でサジャ=バンチンのことばを解釈し、儀軌書を書かせるこ
とにする 47:05-48:06
七世パンチェンに儀軌書著作を伝頼する手紙を書く 48:06-48:08
七世パンチェンがチンギス、ホトクタイ、サガン三人の儀軌書を
チベット語で著す 48:08-49:06
儀軌書通りの図像を描かせる 49:06-49:12
七世パンチェンにカーラチヤクラの灌頂を乞うて授かる 49:12-53:07
帰郷に当たって七世パンチェンよりたくさんの贈り物をもらう 53:07-55:01
ラサに戻って新年を迎え九世グライに礼拝 55:02-58:08
ラサの諸寺に参拝 58:08-64103
再び九世グライに礼拝 64:03-64:13
図像を聖化し、持ち帰る書籍類を書写させる 65101-66:07
九世グライに暇乞い。たくさんの贈り物をもらう 66:07-68:08
ラサを発ちクンブムにいるトトイの弟らオルドス聖俗の迎接を受
け続けて帰郷 68:08-69:13
チンギスに礼拝、パンチェンの儀軌書をダルハドに渡して使用す
るよう命じる 69:13-70:10
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属下の借金対策を講じる 70:1072:02十一――――
トンコル寺のシンザ活仏を勧請 72:02-74:06
コロフォン 密 ∫
“
―解 fコ θF,θ5期5ο05
以下、この表によって、BJの内容構成の特徴を挙げることにしよう。
前半部分 (Nos.卜59)はBJとGTとの間に共通した内容が多いが、GTにあってBJ
に見えない内容 (Nos.5,713,16-20,2226,3244,53-58)もあること、後半部分 (Nos.
60-91)はGTとの内容の一致が見えないことが確認できる。なお、No。91のコロフォン
は、GT、BJともにそれぞれ固有のものを記述しているので斜体字にしてある。
No.59までの前半部分は、ホトクタイとホトクタイの侍僧であったオチル=トマイ (ET:
Vもとtiimei〔ヴチル=トウメイ〕)ならびにその子孫、サガンまでのホトクタイの子孫の活
動に関する記述から成っており、後半部分は、サガンの後裔トトイが、妃と息子ゴンチョ
グジャブらを連れておこなったチベット巡礼の記述と、巡礼から戻ったのちの出来事を三
つを記したのち、コロフォンをもって全編を締めくくる。後半部分の前半がサガン以降の
ホトクタイの子孫の事績、とくにトトイのチベット巡礼に関する記述から成っていること
がわかる。
このように、BJが前後半の二部から成っていることはすでにホルチャビリグが正しく指
摘しており、その特徴としてあげている諸点のほとんどは、この後半部分に見える内容を
捉えたものである37。
(3)コロフオンにみえる情報
BJの著年と著者の名前は、すでにホルチャビリグがコロフォン (No.92)イこしたがって
正しく明らかにしている38。ここではそのコロフォンの部分を示しておく。
bilig―iin Jula kemcgdekj erdeni―yin tobもiy_a.cneさasdarもedcg-16もjken Oghge―yin eFin
翌蟹堅当堅奎二聖二≦塑聾堅里もing susug―un eguden_eも biきreJuきimdan kiもiyeFu biもi ei.ulalβn beもin
Jilun ebulun segdl sarayinさineyin ttrban―a61Jcyitu Sayin edur tegusbei,(BJ,74:
06-11)
著者vangcinnorbu(ヴアンチンノルブ)が、
きineyin wl・ball「赤い猿の年の冬の最後の月の三日 (=道光16〔1836〕年12月3日)」 イこ執筆
を終えたと明記されている。このヴアンチンノルブの素性は一切わからない。ホルチャビ
リグはこの人物をウーシン旗の仏教徒であつたと推測している39。
コロフォンに明らかになっているように、BJの著年は1836年である。BJと密接に関係
することが明らかなGTは、1835年かそれをやや降る時期の著作である可能性があること
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を筆者はすでに指摘している40。GTが1835年内に成書した可能性があるのに姑し、BJの
成書は1836年であるので、筆者は、BJの著者ヴァンチンノルブが、GTを直接参照しつつ、
共通部分はほぼ九写しにし、一部の話尾を書き換えるなどの編集を加えたものと見ている。
(4)著述意図・ 目的
No.2はBJの著述意図を記した部分である。上の (表1)に、この部分と該当のGT
のテキストを併記してある。これを見ればわかるように、ごく一部の語旬が異なるだけで
あり、GTの著述意図と大きく異なるところはないことがわかる。
enedkeg―un Orun_taki coFis―un qawn bodisug tere b∝.cnc kti mongttl omn―a qubilJu
粋ruttan diles Jokiyal_un dursuぃy五.endel ugeiむideg中un tolin_dur masi todurqayllan
OruWlqu amu.ettJu medekiii ktisenもid ber egun_e sayitur uJigdekiii e_e,(BJ,Nos.12,
02:05対8)
インドの地のチヨグチス王菩薩まさにその方がこのモンゴルの地に化身して現れた命
逗の姿を過つことなく伝記の鏡に大変に明らかにして [書き]入れているのである。
求め知ることを望む者たちは、これをよくよく見るように。
「インドの地のチョグチス王菩薩」とは、古代インドのマガダ国王ビンビサーラのこと
である。ホトクタイがこのビンビサーラの化身であるとされていることは、上に紹介した
ようにモスタールトがすでに明らかにしている。そのビンビサーラの化身がこのモンゴル
の地に転生しておこなった事を伝記にした、というGTの著述意図がほぼそのまま引かれ
ている。ホトクタイの後喬のサガンがホトクタイの「化身」であることを明言した史料は
今のところ確認していないが、もし、GTの著者スマテイグルマキルテイとBJの著者ヴァ
ンチンノルブが、サガンを含むホトクタイの後裔がその化身であると認識していたとする
ならば、サガンとトトイの事績を記しているBJの著述内容と、上に示した者述意図は合
致していることになる。
(5)GTの記述の取捨の状態とその基準
ヴァンチンノルブはBJの前半部として
を記述の有無をもとに作り替えた く表3〉
の基準が何であるかを明らかにしよう。
GTの何を取り何を捨てたのか。上の (表2)
と く表4)によつて、取捨の状態を確認し、そ
(表3)BJ前半部にあるGTの内容
No 内 容
3 ホトクタイの家系と生年
4 ホトクタイの生来の聡明さ
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ホトクタイがシルジムジという三谷の合流点に至リオチル=トマイらをオルドスに連れ帰ったこと
ホトクタイがソナムギャンッォ (ソドノムジャムッ)と会見することをアルタンに説得したこと
ソナムギャンツォに使者を送ったこと
第四次迎接使派遣 (ホトクタイ参加)
アルタン、ホトクタイらチャブチル寺でソナムギャンツォに大量の布施
ホトクタイの宣言により会見開始
法の禁令を定めたこと
モンゴル諸侯がソナムギャンソォにグライラマ号を捧げ、ソナムギャンツォがモンゴル諸侯にそ
れぞれ称号を与えたこと
ソナムギャンフォがニロム=タラに向かうことを告げ、ホトクタイをふくむモンゴル諸侯がモン
ゴルの地で為すべき仏教振興事業 (寺院建立、ガンジョー ルの完成)を約し、モンゴルにトンコ
ル法工が派遣されたこと
ホトクタイが108巻のガンジョールを完成したこと
ホトクタイ死亡
47ウルズイー=イルドゥグチの生涯簡述
オテル=トマイの子が比丘戒を受けたこと
オチル=トマイの子がトゥブ=タイジと共にチベットに赴きパンチェン=エルデニよリゲロン=
ジャルサン=バンデイダ号を授かったこと
ゲロン=ジャルサン=バンデイダの子ロブサンポンツァグがチベットに赴き、パンチェン=エル
デニよリライジヤルサン=バンディダ号を授かつたこと
パンチェン=エルデニがライジヤルサン=バンディダに聖物を与えたこと
聖物を祀つた所について
ウルズイー=イルドウグチの子バト=タイジが軍功によリバートル=セチェン=ホンタイジ号を、
バト=タイジの子サガンがエルヘ=セチェン=ホン号を受けたこと
(表4)BJ前半部にないGTの内容
hTo 内 容
5 ホトクタイの第一次オイラド戦
7 アルタンカ潮贋義工号を得たこと
ホトクタイの息子・弟らがトクモクと戦い戦死したこと
ホトクタイがトクモクに報復したこと
ホトクタイの第二次オイラド戦
11 第二次オイラド戦でオルドスのボヤン=バー タル=ホンタイジがエセルベイ=ヒアに殺されたこと
ホトクタイがボシヨグトをジノン位につけたこと
アルタンの発心
ソナムギャンツォがアルタンと会見することを返答したこと
17青海地方のチヤブチルという所に仏堂を建て、そこにアルタンが到着したこと
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第二次迎接使派遣
第三次迎接使派遣
会見以前にソナムギャンツォがアルタンとホトクタイに神変を示したこと
ソナムギャンッォとアルタン、ホトクタイが前世から施主と帰依処の関係にあったことの説明
アルタンの前世がフビライで、ソナムギャンッォの前世がパクパであったこと、パクパがフビラ
イに灌頂を授け、フビライがパクパに大量の布施と称号を与えたこと
ホトクタイの前世が古代インド・マガダ国のビンビサーラ王であったことの説明
セチェン=ダイチンとオチル=トマイ=ホンチャンの前世の説明
ニロム=タラで寺院建立中に起こった出来事
ジャン国王がソナムギャンツォに使者を送り布施したこと
ニロム=タラの寺に屋根をかけたこと
サイソン=ボムボ=ナムジがソナムギャンツォの前で出家してすぐに死んだこと
隆慶帝がホトクタイにロン=ホ=チャン=ハー ン=ユンワン号を授けたこと
アルタン危篤に陥り、 トゥメドに仏教に反対する動きが起こる。アルタンとホトクタイが仏教を
栄えさせるための方策を定めた後、アルタンが死亡
ソナムギャンッォ、モンゴル巡錫途上に甘粛省に招かれたこと
ソナムギャンツォ、ホトクタイの領地に至って灌頂を授けたこと
ソナムギャンフォ、ボショグト=ジノンの領地に至り、寺院を建立すべき場所を指図し、ボショ
グト、ホトクタイ、セチェン=ダイチンに灌頂を授け、三者が和平を約したこと
ボショグトが寺院を建立し、釈迦牟尼像を完成させ、マイダリ法王を招いて落慶法要を営み、マ
イグリ法工に大慈法王号を捧げたこと
ソナムギャンッォがフヘホトにいたり、アルタンの遺体を火葬に付したこと
前世の悪行のため魔羅に変じたアルタンの妻妾モロム=ハトンをソナムギャンッォが調伏したこと
ソナムギャンツォがハラチンに向かったこと
ナムタイ=ホンタイジがハラチンに至り、ソナムギャンッォをチャハルに招いたこと
ソナムギャンツォが入寂の兆候を示したこと
ソナムギャンッォが万暦帝の使者と会ったこと
ソナムギャンツォがチャハルのトゥメン=ハー ンの使者と会ったこと
ソナムギャンッォがジロムタイで入寂、その化身がスメル=ダイチンの妃に生まれ、ソナムギャ
ンツォの転生と認定されたこと
ソナムギャンツォの化身がチベットに至り、バンチン=エルデニより比丘戒を受けヨンテンギャ
ンツォ (ヨンドンジャムッ)と名を馳せたこと
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これらの表によってわかることは、BJに取られなかった部分の主人公がホトクタイやそ
の後喬、ホトクタイの侍僧オチル=トマイやその子孫ではなく、また、彼らの仏教との関
わりに触れていない内容である場合がほとんどということである。言い換えれば、ホトク
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タイと侍僧およびその後裔の仏教との係わりに関係する記述ばかりに集中させたというこ
とである。これがすなわち取捨の基準であったと考えてよいだろう。
すでに筆者は、BJが参照したGTが、サガンの著したETのうちからホトクタイに関
する記述を選び出してホトクタイの伝記とすることを意識して完成された文献であること
を明らかにした41。このように見てくると、ET→GT→BJの順に、ホトクタイと侍僧な
らびに子孫へと記述の集中の度合いが強まっていることがわかる。
(6)トイのチベット巡礼
ホルチャビリグの指摘するBJの特色ある記述42は、トトィのチベット巡礼の部分 (Nos,
62-88)に詰め込まれている。以下、この部分に見える興味深い情報を項目立てて整理し
てみよう。
1)トトイについて
巡礼記部分の主人公であるトトイについて、系統的に資料を収集したことがないことも
たたつて、筆者はあまり知るところがない。ここでは、ハスビリグト43ゃラグシヤンブリ
ン44らが明らかにしているところによって、彼がどのような人物であるかを描写するにと
どめておく。
実は、ここで「 トトイ」 と表記 している人物 は、モ ンゴル文字で TWDWYともTWD'Y
とも表記される。これだけでも12通りの読み方がありうる。筆者はかつてこれをtodui(ト
ドイ)と読んだことがある45。 ゥ_シン旗の人物にTWDWYあるいはTWD'Yをどう読
むのかを尋ねてみたことがあるが、答えは一様ではなかった。本稿では、こののち検討す
るチベット語文献がho tosと表記していることにしたがって、totui(トトイ)と表記す
ることにした。
トトイは、ウーシン旗のガルハタン=ハリヤーの東協理台吉。チンギスの26世孫。イェ
ヘ=ボドンのバンチン=スメの北にあるシャンギーン=ホー ロイ (きallg―un qo型lai ムン
グン=テブシmёnggun tebsiとも)46に居住。18世紀末から19世紀初め、あるいは、1770年
から1850年にかけて存命であったと思われる。『チンギス=ハー ンの奏上と供物を捧げる
行いを迅速に為すものというもの』を編み、チンギスとホトクタイ、サガンの図像の描き
方を詳細に規則化し、祭祀のしきたりを記した。これに定めたとおりに、チンギスとホト
クタイ、サガンの図像47を描いた。これらを1830年にチベットのタシルンポで七世パンチェ
ンに開眼させて持ち帰った。このほかにも三編の歌詞を作った。ウーシン=ジョーに時輪
学院を創建し、チベットのアムドの地からシンジン48=ェルデニ活仏を勧請し学院の落慶
法要をおこなわせた。バンチン=スメをモー=トホイ (mavl toqui)というところからイェ
ヘ=ボドンのホンドライ=シリ (qondulai sili)という地に移した。以上のような事績が明
らかにされている。
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2)七世パンチェン作の儀軌書の将来
トトイー行の行程は上の (表2)によって理解してもらうこととして、ここでは本稿の
主たる目的である、ウーシンの地に、チベットからどのように祭祀儀軌が将来されたのか
をたどることにする。
トトイー行は18■年にオルドスを発ち、アムドのクンブム寺、 トンコル寺を経てラサか
ら七世パンチェンのいたタシルンポに至った。さらにトトイー行は、七世パンチェンより
乗用馬を与えられて、サジャ=バンチンのところに赴いた。サジャ=バンチンに礼拝して
たくさんの供養の品を捧げるなどして、タシルンポにもどった。そして、「尊い御前
(boYda gcgen)」すなわち七世パンチェンに布施を捧げたときのこととして、
basa tere uyes_dtif boγda gegen―e inavad beleddun erguJii uもaran mё ku もarur.
mergen aqai noyall―i deger_e sattdal―dur sattЛt u.Omnl可測  atti yosu yerii kigcd
ilang型ぇa boldaもinggis eFin―u buttba Ongttn―uOmきilもomもw tereguten yambtt me髄
bayll俎uγsan ba. takilγ_  tayllγ_a k6gFil■J γSaγal duri14 yOsulal―un Jui -l lnaさi
dclgerenggui―e Jarltt bolun asη碑夢an―a。 (BJ,No.75,4409望5:03)
尊い御前に布施を捧げたとき、メルゲン=アハイ=ノヤン (mergen aqai noyan)ことトト
イに、土地の偉大なしきたりの全容と、とくにチンギスの聖なる陵の所在する小さな天幕
(もomもuφ などがどのように建てられているか、祭祀のしきたりの類を細かく質問したと
いう。これにトトイが詳しく答えたのを聞いて、尊い御前すなわち七世パンチェンは大い
に喜び賞賛して、
tanu¨ ordus‐n orun―takiもnggis qavan bOlbasu.edugeki eneもёb― nもar r.burqan―u
き可in―i Sakiri yeke kuもutti nOm―un saki■llsun mёn buged.tegun―i takinきtugこi_nuttd
boビもu.savad Jidker amurhn sayln iiilcs qurdun ktiselもilcn buttikui kiged,もinggls tere
ber nasuda sakin ibOgeku―y さittn barildul推_a aγuu yeke bui bolai kelnen aylladqu ba.
(BJ,No.75,45:06-13)
オル ドスの地にあるチンギス=ハー ンは、いまのこの闘静時に、仏教を守護する大きな力
ある護法尊に相違ないのであって、それを祀 り信仰する者たちも障りが鎮まりよい行いが
素早 く望んだとおりに成就することと、チンギスその方も永 く護 り慈しむ道理が大いにあ
ると言つた、という。さらに続けて七世パンチェンは、
basaもinggis eFin―u iJaγur undiisulel abi iif_e saもurttu rarulsan ba.tan‐u e uge udum
kela bui kelnen asa型1ドan―dur(BJ,No.76,46:01-03)
主チンギスに根源を持つ子孫たちのことと、 トトイの先祖は誰かを問うた。これに姑して
メルゲン=アハイ=ノヤン=トトイはチンギスの子孫らの分布を説明したのち、
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minu uγbolbaSu borドaもinggis qavan‐u arban isudugcr dy_e_yin abiもovЙS―un J riiken
qututtai sehn qung noyan.俺gun―u nμrbaduwr uy_e―yln aもi salpng seもin qung.tegun―ii
tabuduvar uy_e_yin abi minu ebige tusalal″i tayiJ  ganJur kemcmu.(BJ,No.76,46:
0許13)
自分の直系の先祖として、チンギスの十九世孫ホトクタイ、その曾孫サガン、その五世孫
にあたる父ガンジョルを挙げた。これを聞いた尊い御前すなわち七世パンチェンは大いに
賞賛して、
a_a eyilnu bolbasu noyan tan―u uγiJalpr in きi riwddulpan batu sayin bolai kemen
ay工adbai.(BJ,No.76,4盈0305)
トトイの系統は大変に清浄で堅固であると仰った、とある。
七世パンチェンが、オル ドスで護法尊チンギスを祀っていることを褒めてこれをよしと
し、さらにホ トクタイとサガンを含むトトイの直系の流れを清浄であると述べたことをう
けて、 トトイー行は次のような行動を起こす。
tendeも sawYsan naiSang―dur ireged. mergen aqai noyan ber mёn qoきiγun―aもa.
tegiisもoru barayibung gomang rasang deger_c saγul俗 n yeke buyan―u s dun diyanも1
lharamba sodnandobdan ba gubum keyid deger_e saγuγsan yc  buyanぃu sa un
diyanもirおJimba aga monlam nar―lutta Jёbleldun.bOwa gegen ber ene lne?。もinggis
eJinき可in―u yeke sakiγulsun buged.anlitan―i sak n ibegekii―yin diles yeke bui kemen
ayiladduγsan egiin-1 き Jllebesii mOnku eJin bOγda t gu _u qangγal namanも1lal
delgerenggiiユeー n gen―i Fokilttbasu JokiStai kemegsen―e.qoyar buyan sadun berもu
edugeもinggis Oュn―u ulles pkiyal delgerektii―yinも叫boluFan mavad tula.tere metj
?gen-l Jokiyal“baSu masi sayin kemen ayllad血1も単d.(BJ,No.77,4盈05望8:06)
宿所に戻って、メルゲン=アハイ=ノヤン=トトイは、デプン寺ゴマン学堂のウーシン
出身のララムバ・ソドナムドブダンと同じくウーシン出身でクンブム寺に住するラブジヤ
ムバ・アガ=モンラムを相手に、主チンギスが大護法尊であり衆生を護り慈しむ行いが大
いにあると尊い御前である七世パンチェンが仰ったことを考えるに、まさにその聖なる主
チンギスを満足させチンギスに懺悔する儀礼を詳しく作るのがよいと発言した。これに対
して二人のウーシン出身僧も、今や主チンギスの行いが広まる時になったに相違ないので、
そのようなものを作るのは非常によいと言った、とある。そこで、二人の僧は、
teni avylladwl―un biもig―yithed―iyer biもiJu.bOwa banもin erdeni―yin gegen―e ergibesu.
(BJ,No.78,48:06C18)
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この件を奏上する書簡をチベット語で書き、七世パンチェンに捧げたという。その結果七
世パンチェンは、
m6nもinggis eJin_i ttb dumda egusken.barawn etegedも卿をis―un vi?ken qutuvai seもin
qung noyan.Jegiin etcged―d ir savang erke seもin qung noyan-lu留生a Se te.erkin nёkiir
型rbaηttla―yi eguskeku_yin Jang ulle lledte onul Jalaltta.takiltta qangral namanも1lal.
sang marawl dattdμl duttdVal selte bii?ddiiFen masi delgerenggui nigen中i JOkiyttu
qayiralalドan buluge,(BJ,No,79,48:0849102)
まさにその主チンギスを真ん中に現し、右側にホトクタイと左側にサガンの尊い舎属の三
人を現すしきたり、招請、祭祀、供犠、懺悔礼拝、献香儀礼、賞賛、祈願、憶念をいっしょ
にしてまとめた、大変に詳しいものを作ってくださったのだった、とある。
この、「大変に詳しいもの」、つまり「チンギスを真ん中に現し、右側にホトクタイと左
側にサガンの専い舎属の三人を現すしきたり、招請、祭祀、供犠、懺悔礼拝、献香儀礼、
賞賛、祈願、憶念をいっしょにしてまとめた」ものとは、ホルチャビリグら関連の先行研
究のいう、Fチンギス=ハー ンの現観論、招請、供犠、懺悔礼拝、賞賛、祈願などを揃え
含めた堅い武器というもの』、あるいは、『チンギス=ハー ンの奏上と供物を捧げる行いを
迅速に為すものというもの』のチベット語原典である。この原典については後ほど触れる
が、この「大変に詳しいもの」の内容がBJの著者ヴァンチンノルブにも知れていたことは、
eneku bOγda cJin erkin n6kur l俎rbal碑a―yin bey_e―in ёngge.mutur―un belges
oruきiqui―yin bayidal yambar metii―yi.egun―u iledte onul eguskekuttyin Jang iiile中eもe
mede8dektii bol五.(BJ,No.79,49:0206)
このような聖なる主、尊い舎属三人のお体の色、御手の徴の有り様がどのようであるかは、
この現観のしきたりから知れるのである、と記されていることから判明するが、ヴアンチ
ンノルブのいうものがチベット語原典なのか、モンゴル語訳なのかは明らかではない。
この「大変に詳しいもの」である儀軌書が七世パンチェンによつて作られたのち、 トト
イはそれを実際に図像にしている。これについては、
tendeもinggis eJin nёkur selte_yin kOring―yi lledte onulも1la ごinlwlun butiigeJu.bOYda
banもin‐u mutur―dur ergiiged.boγda―yin dcrgede olan qonuγ talbiJu.maきi Oruきin
adistid―yi sayiturきnggegen.11lpltai―a yekeきitugen bOlγttu qayiralaγsan-1.ediige
biincuargandanもoyih g kemeku banもin_u sutte deger_e takiJu bui.(BJ,No.80,49:
0併12)
それから、主チンギスと容属の図像をはっきりと現して描かせ完成 し、聖なるパンチェン
の御手に捧げて、聖なるお方のかたわらに何日もおいて、大変よくあらせ、加持を染みこ
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図1:「赤い主 (ula“n eren)」(楊『モンゴル草原の文人たち』写真 11)。
一部拡大写真を文末に載せてある。
ませ、際だって大いなる信仰の崇拝としてくださったのを、今はブンチョグガンダンチョ
イリンというバンチン寺で祀っている、とあるところから、BJが著された時代にもこの図
像がバンチン寺で祀られていたことがわかる。この図像が、現在の祭祀の本尊の一つであ
る「赤い主 (ulawn tten)」である49。
この儀執書と図像は1812年9月トトイらのオルドス帰着と同時にオルドスの地に将来さ
れた。
darawbar tusttatti mergen aqai noyan aga selte.tayizu bowa teminJinもinggis qawn―i
aも1lan Jula takil nindar sarqlld ёdke selte―yi attu yeke er8可u mёrguged.bOv/da banもin
erdeni―y n JokiyavSan,1lcdte onul―unごa4g uile_yin sudur― bi48tin darqan Jayisang
batuFif粋1・ もing kiもiyeltii lnergen tayiさi bilig indalai tan― tuさyan ёgguJu・qOyiきda
tasural ugei sudurun Jang iillcも1len.aきida ungきiJu tttqui―bar torawn,basa takil―un ed
altanきir『βan Jis butty_e mOnggun biskigur tere8uten keregsel―i b ?dken ergubei。(BJ,
No,89,69113-70:10)
この記述には、メルゲン=アハイ=ノヤン=トトイとご子息は、太祖聖テムジン=チン
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ギス=ハー ンの恩に謝し、供物、ハダク、御神酒を大量に捧げ礼拝して、聖バンチン=エ
ルデニの著した現観のしきたりの経を、ビント=グルハン=ジャイサン・バ トジルガル、
チン=ヒチイェルト=メルゲン=タイシ・ビリグングライ様に与え、のちに絶えることな
く経のしきたり通りに、永く唱え祀るよう定め、また、供物の品、金をはめ込んだ銅のラッ
パ、銀の隼築などの用品を揃えて捧げた、とある。ここに見えているバ トジルガルとビリ
グングライのうち、ビリグンダライの名とバ トジルガルの帯びた称号ビント=ダルハン=
ジャイサンは、現在にまで伝わるチンギス祭祀を司るグルハ ド集団の頭領格として、1835
年にトトイの息子ゴンチョグジャブが編んだ『真珠の数珠 (∫
"♭
防′?r,ル.以下SEと略す)』
にその名を確認できる50。 このことから、 トトイは、チベットから持ち帰った儀軌書をチ
ンギス祭祀の場に持ち込み、永くこの儀軌にしたがうよう定めたことがわかる。BJには、
こののち儀軌書や図像がどうなったかについては記述がない。
3)不自然な記述の終結か ?
トトイのチベット巡礼ならびに後日談に続けて、事績が二つ記述されている。その第一
は、 トトイが旗民の漠人よりの莫大な借金を軽減した善政について (No.90)、その第二は、
ウーシン=ジョーにアムドのトンコル寺のシンザ活仏 (duyingqur keyid―unきingza boγda
gegen)を招いたこと (No.91)である。
筆者の手にあるBJは、このシンザ活仏が密来のたくさんの法の灌頂を与えたことをもっ
て本文が終結し、コロフォン (No。92)に入るが、ホルチャビリグが「後ろの方から部分
的に落とされた」と指摘しているように51、No.91の終わり方は史書の本文の終わり方と
してはやや不自然な感じを抱かせるものとなっている。コロフォンとつながる部分を下に
示す。
Jiもi basa bOγda olan btigiideger―d r.mbiin Ferge―yin k6telbtiri―ber ekileFu・nittuもa
tarnis―un olan nom―un vang lung―i qayiralattd・bihg―un Jula kemegdeku erde?_yin
tobもiy_a〔後略〕(BJ,Nos.91-92,74:03対6)
シンザ活仏が皆に、道次第の解説からはじめて密乗のたく
ら、『智慧の灯火と呼ばれる宝の綱要』〔後略〕
さんの法の灌頂を賜ってか
「賜ってから (qayirЛawd)」で本文の記述が終結し、コロフォンに入るのはたしかに不
自然であり、途中で執筆を中断したかのようである。ただし、セイノイロブと思われる写
学者が用いた原本に落丁などがあった可能性もある。現状ではこの問題を解決することは
できない。たとえば、楊海英のいうオルドス所在の他本との比較が必要であろう。よって
ここではこの問題には深入りせずに、内モンゴル社会科学院蔵のBJには、テキストが欠
落している可能性のあることだけを指摘しておく。
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4)文献学的見地からのまとめ
以上、文献学的見地から、BJの全外的内容構成と突出した特徴を明らかにした。
BJは1836年にウーシン旗の仏教徒と思われるヴァンチンノルブによって著された。
この書は大きく前半と後半に分かれる。前半は、1835年かそれをやや降る時期にウーシ
ン=ジョーの高僧スマテイグルマキルテイがホトクタイの伝記として著したGTからホト
クタイとその侍僧オチル=トマイならびに彼らの後裔たちの事績を多く引用している。し
かし、ホトクタイの事績に関しては、主にホトクタイが主人公であって、しかもその仏教
的事績を記した記述に絞ってほぼそのまま引用しているという特徴が見られる。このこと
は、ETに見えるホトクタイに関する記述をほぼそのまま引用する形でホトクタイの伝記
として成立したGTの記述から、さらに目的外の人物が登場する部分を極力削除すること
で、ホトクタイとその侍僧ならびに後裔の伝記としての集中度をさらに高めたものである
と言うことができよう。
後半部は、ホトクタイとサガンの直系の子孫であるトトイのチベット巡礼記と、旗民の
借金対策、高僧の勧請が記されている。筆者の探究不足もあるかもしれないが、BJは、こ
れまであまり広く知られることも、研究に用いられることもなかった、モンゴル人が書い
たモンゴル王侯のチベット聖地巡礼記として興味深い。本報告では詳しく取り上げること
ができなかったが、モンゴル人がチベットのどのようなところをめぐるのか、どのような
布施を献ずるのか、高僧に何を願うのか、チベットから物心両面でどのようなものごとを
得て帰るのか、などが細かく描写されている。
このようなξ耕皿な記述を残し得たヴァンチンノルブは、 トトイとその息子ゴンチョグジャ
ブに極めて近しい人物であったことは推測に難くない。トトイ父子の側付きの筆記者とし
て彼らのチベット巡礼に同行したのかも知れないし、彼らから直接にチベット巡礼の話を
聞くことができた人物であつたかも知れない。あるいは、文書や史書を扱う職を得ていて、
文字に残されたトトイ父子の情報に接しやすい立場の人間であつたのかも知れないが、こ
のようなヴァンチンノルブの素性はいずれも推測の域を出ない。
この後半部の記述がもつ重要性はすでにホルチャビリグが指摘している52。これまで十
分に明らかになっていなかったサガンの子孫の系譜を補足できることや、メルゲン=アハ
イ=ノヤンがトトイの称号であることなどを挙げることができるが、とりわけ重要なのは、
トトイが七世パンチェンに請うてチンギスとホトクタイ、サガンを祀る儀軌書を書かせた
こと、またその儀軌書に基づいてチンギスとホトクタイ、サガンの三人を描いた図像を制
作させたこと、儀軌書がチンギス祭祀のグルハドに与えられたこと、図像はBJ成書時に
はバンチン寺で祀られていたことなど、19世紀前半のオルドスにおける祖先 (偉人)崇拝
に関する記述である。
未解決のままにしておく問題が二つある。一つ目は、BJの本文は、記述が中途に終わつ
たかのような印象を与える問題である。これは原本の段階で起こったことなのか、筆者の
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手元にあるセイノイロブの手になると思われるごく新しい時代の写本の書写段階で起こっ
たことなのか、あるいは仮称セイノイロブ写本の未発見の底本の段階で起こったことなの
かは、仮称セイノイロブ写本の底本やオルドスに存在すると伝え聞く他の本との照合を経
てはじめて明らかにしうる問題として結論を気留する。二つ目は、1835年から1886年にか
けてのウーシンにおける史書著述活動の全容とその背景である。1835年には、BJの主人公
の一人であるトトイの息子ゴンチョグジャブが『真珠の数珠』を著している。また、SE
とほぼ同時かそのわずか後に、ガンジョール寺ことウーシン=ジョーの高僧スマテイグル
マキルテイがGTを著している。そして1836年にはBJが著されている。すでに拙稿や楊
海英53が明らかにしているように、SEとGTはそれぞれのテキス トの中で相互参照を指
示 していることや、SEの著述に当たつてGTの著者であるスマテイグルマキルテイがゴ
ンチョグジャブを支援したことなど、大変に密接な相互関係をもっている。そしてBJは、
GTから必要な部分のみを書き抜いて前半部を構成している点でGTとの密接な関係を有し、
著者ヴァンチンノルブが トトイとSEの著者ゴンチョグジャブに大変近しい人物であった
と思われることから、SEとの人間的関係を持っていることが推測される。また注目した
いのは、この三書がそろってオルドスにおける祖先 (偉人)崇拝に結びついていることで
ある。SEは、インドとチベットの帝王らの歴史を記した後にモンゴル帝国・元朝のハー
ンの歴史をチンギス中心に記し、時代が著者に近くなった清朝期の記述になると、その著
者特定の者述意図に沿って記述の焦点を絞るという、モンゴル語史書の一つの典型的な体
裁を採っている。SEの内容上の特徴は、オルドスにおける祖先 (偉人)崇拝群の主たる
ものであるチンギスの祭祀に関わる記述にあるといえることは、ハインッヒや楊海英がつ
とに指摘している54。_方のGTは、ホトクタイの侍僧オチル=トマイの子や孫がチベッ
トを巡礼した時に四世パンチェンから賜った数々の聖物のことや、これら聖物がオチル=
トマイの子や孫が住した寺院とサガンの菩提寺に安置されていることが記されていること
に一つの特徴がある。すでに拙稿で明らかにしたが、この聖物やその安置については、こ
ののちに取り上げる『ササ祭祀の経』というホトクタイとサガンの祭祀に関する重要文献
にも記されていることから、GTが彼ら “二人のセチェンの祭祀"に結びついているとい
える。さらにいえば、著者スマテイグルマキルテイはラグシヤンブリンが収集したサガン
祭斤巳に関係する文献のなかの『穀物の神カナバデイの献香 (勉め,冷加
=河
肋乃αう,冴,sαttg)』55
や、モスタールトが紹介した [サガン=エルヘ=セチン=ホンの経」という祭文をロブジャ
ンチョイラグの名で著している56。そしてBJが“二人のセチェンの祭祀"に関係の深い
文献であることはすでに上で明らかにした。このように相互に関係があり、ある一定の記
述の方向性が見える三書が1835年から1836年の二年間にかけて集中的にウーシンの地で者
されたのはなぜであろうか。どのような背景があつたのだろうか。その答えは本研究課題
による研究では明らかにすることができなかったが、本稿のまとめの部分で一つの推測を
提示するつもりである。
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筆者は、未解決のふたつ課題のうちの後者に強い関心を持っているが、現有の資料から
ではこれ以上の探究は難しい。ラ|き続き関心を維持しつつ、資料の探求を続けたい。
3.七世パンチェンの儀軌書の受容とその変容の過程
七世パンチェン作の儀軌書の受容についてホルチャビリグは、「19世紀初頭、七世バン
チン (=パンチェン 井ー上)=エルデニのつくった 《チンギス=ハー ン尊い三人の容属の
祭祀》は仏教の大ラマたちがモンゴル人の間にチンギス=ハー ンをはじめとする先祖の祭
祀がその地を占めることを警戒し、影響力のある信仰の対象を自らの宗教に取り入れよう
とした将来的計画の一つであつた」と述べている57。っまり、チベット仏教側がモンゴル
の偉人を仏教のパンテオンの中に取り込もうとした行為であると結論しているといえる。
たしかに、BJの伝える儀軌書ならびに図像制作の過程を見ると、一方的に七世パンチェン
がモンゴルの歴史的偉人を仏教の中に取り込もうとしたともいえるのだが、もう少し細か
くその経緯を追い、モンゴル側つまリトトイの側の考え方を把握することで、この外来文
化の要素の受容に働いた力学が明確になるように思われる。
(1)チンギス無祀についてたずねたのは誰か?
筆者は、2005年8月にフヘホトで開かれた中国家古学国際学術討論会での発表後、主催
者側に求められて提出した一文 (未刊行)“♭ガを一,ヵン7,たι“
魃鹿た力餌溌猾テーノ筋ヵ炭拗_α―
Hooc ЧИHMcИИH Ttt「a6oЛoH CaraH cЭЦ ИИ Ta4」I「ЫH oopЧЛOЛ InИHЭЧЛЭЛИИF TaaMarЛax
HЬ"(「ξ智慧の灯火と言われる宝の綱要』からチンギスの祭祀とサガン=セチェンの祭祀
の変化と刷新を推測すること」)というBJの初歩的な研究成果をまとめた。この未干」行の
文章において、上の1の (6)の2)で扱った事柄に関し、 トトイにチンギス祭祀のこと
をたずねた人物はサジャ=バンチンであると書いたが、その後、本格的にBJの記述を分
析した結果、この人物はサジャ=バンチンではなく、ホルチャビリグが述べるように七世
パンチェンとみなすほうが整合性があると判断するに至った。以下は、このような筆者自
身の見解の修正を踏まえての論述である。
(2)トイらの考え:犠軌書のコロフォンから
上の1の(6)の2)で述べたように、 トトイら一行は、七世パンチェンにチベット語
の手紙を書いて儀軌書の者述を依頼し、それを受けた七世パンチェンが儀軌書を書いたの
であった。
このきっかけとなったのは、七世パンチェンがチンギス祭祀についてたずね、護法尊チ
ンギスを祀つていることを賞賛し、あわせてトトイの家系を清浄であると述べたことであっ
た。これをうけてトトイは、「主チンギスが大護法尊であり衆生を護り慈しむ行いが大い
にあると仰ったことを考えるに、まさにその聖なる主チンギスを満足させチンギスに懺悔
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する儀礼を詳しく作るのがよい」と述べた。これをうけてウーシン出身で当時チベットに
あった二人の僧も「今や主チンギスの行いが広まる時になったに相違ないので、そのよう
なものを作るのは非常によい」といった。こうしてトトイらは七世パンチェンにチベット
語で手紙を書いたのだった。
BJに記されたところでは、 トトイらの発言にはチンギスのことしか現れておらず、ホト
クタイとサガンをチンギスと同時に祀る儀軌を作る必要性を感じていなかったようである。
しかし、七世パンチェン作の儀軌書を見ると、トトイらがチンギス、ホトクタイ、サガン
の三人を祀るための儀軌を作るよう求めたことが明記されている。
七世パンチェン作の儀軌書のチベット語原文は、確認できた範囲では、タンルンポ版七
世パ ンチ ェン全集 ja巻ノヵど′力α
=肋
テ♭冴α
=∫
ο
=∫
り,附C力ο′ψ力ritt pテガれpα ttαれd PttO=∫
=じ
を肋う∫諺♭S pαの15bl-19a3と、財団法人東洋文庫所蔵河回慧海将来チベット語蔵外文
献 (河ロコレクション)Call No.130,Rei No.1951(1),Folios lal-40b3所収 ノ′J J7Dα 7カテ
う滋を∫ο
=∫
b7iれじ乃ο′ψル肋g/ir,脇pα ttα
“
∫PttOg∫gεを肋♭∫虎♭d pαの 15bl-19a3、そし
てラグシヤンブリンが収集したオル ドスの写本58がぁる。河ロコレクション本は著しく黒
変しているため読み取れない部分が多い。本稿では、タシルンポ版七世パンチェン全集本
とラグシャンブリンが収集 した写本、そして、内モンゴル社会科学院チョイジ教授提供に
なるモンゴル語訳『チンギス=ハー ンの奏上と供物を捧げる行いを迅速に為すものという
もの (以下CBと略す)』 を併用する。なお、すでに述べたように、ホルチャビリグが内
モンゴル社会科学院に所蔵されるとして紹介した七世パンチェン作儀軌書のモンゴル語訳
『チンギス=ハー ンの現観論、招請、供犠、懺悔礼拝、賞賛、祈願などを揃え含めた堅い
武器というもの』591ょ、筆者が同院で調査をおこなった時には行方不明となっていたため、
遺憾ながら本稿に用いることができなかったことを重ねてお断りしておく。
次頁 〈表5)に儀軌書のチベット語原文とCBのコロフォンを対照して表示する。なお、
( )はチベット語原文タシルンポ版の表記、[ ]はチベット語原文タシルンポ版にのみ
見える綴りであることを示す。
下線で示したように、儀軌書ではトトイの方から、チンギス、ホトクタイ、サガンを一
緒にした儀軌書を求めたことが明記されている。これをどう解釈するかは見解次第であり、
七世パンチェンが、モンゴル側が求めなかったにもかかわらず、ホトクタイとサガンをチ
ンギスと一緒にした儀軌を作ったことを、モンゴル側からの求めによるものであると記し
てその事実を覆い隠そうとしたともとれる。しかし、コロフォンのテキストを見る限りで
は、そのような深読みを許すにたる根拠は何もない。文字通り、 トトイが求めたものと考
えておくのが妥当である。
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(表5)儀軌書コロフォンの対照
or du(tu)su u shn pc(ba'1)ze'1(se'1)[shog]  血a'i ji thll sa lag chc(chi)血o tos nas rang gi
ordus―un  tisin beyisc―yin qottpn―u     ttsahゃi t yiFi       tOtui bci ёbαun
オルドスのウーシン=ベイセ旗の協理台吉トトイが、自らの一族の
ngs kyisrung ma jing g∝(gil・)rgyal po dang, de'i'khor du   gtog(gtogS)pa'i sngo■gyis
uγ Saki射ぼlSun     もinggis qapn        kigcd, tegin―ii nёkt r―tir qamyatu       erten―ii
守護神チンギス=ハー ンとその従者に属するいにしえの祖先
mcs po gzugs can snying po ho thog ha'i si chcn hong(hung)ha'iji dang,sa ghan cr khe hong
ebiige もoTas―un Ji?ken   qutuTtt     Seもin qung    tayiJi kiged・SaPIIg crkC
チョグチャス=ウン=ジルヘン=ホトクタイ=セチェン=ホンタイジとサガン=エルヘ
si chen  ha'i ji bcas kyi nllagon rtogs,spyan'dren,bskang bshags,    bstod
scbin qung tayiざi SCltC―n ilpl orml   Jalalv a qangTal namallも1lal marapl
=セチェン=ホンタイジと一緒の現観、迎請、lJc悔、賞賛、
bsk,l ba bcas cha tshangzlaig dgOszhcs bskul ba'i ngorj
durttqal sOhc qubi bii?ddiinCn nigen keregti kemcn duradduFan ildar_a
請願と一緒に部分を全くしたものが一つ必要であると述べた時に
gsllin rict gShCd kyi rnal'byor pa,shakya ['i] dge slong    blo bzang dPal ldan bstan pa'i
yamandよaぃyin  yogicari  sagri々a_yin yav a tagi?lg‐ ::〔以下、テキストなし】
ヤマンタカの喩伽行者釈迦の比丘。 ロサンペンデンテンペー
nyi ma pllyogs las mam gyal dptt bzallg pos[gzims chュng bka'8dalns pho brang du]sbyar ba'0.
ニマチヨグレーナムギェーペルサンポが [住まいのカーダムパ宮で]書いた。
(チベット語オルドス写本 7al望、チベット語タシルンポ版8b6中a3、CB,9a27)
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(3)チベット風犠軌受容に至る相互関係
以上から、 トトイがチベット風儀軌をオルドスに持ち帰った経緯は次のようになる。
七世パンチェンがチンギス祭祀についてたずね、護法尊チンギスを祀つている事実を賞
賛したことと、同じく七世パンチェンがトトイの家系をたずね、ホトクタイとサガンを含
む先祖をもつその家系を清浄であると賞賛した。その意を、 トトイとウーシン出身の僧た
ちが解釈し、その結果、今は、大護法尊であるチンギスが、衆生を護り慈しむ行いが広ま
る時になったに相違ないので、聖なる主チンギスを満足させチンギスに懺悔する詳しい儀
礼を作ることを七世パンチェンに求めることとなったのである。
七世パンチェンの問いをどのように位置付けるかは解釈次第であるが、彼がオルドスに
おける儀礼に一定の興味を有していたらしいことは、BJにうかがうことができる。
bolda qanluY‐yi aylladdvドi banもan erde? lubsangbttdandallbinimとyin gege ―euも証可u
mbrgun.mutur―un adis―du kuneged banもan orЙ gegen tere eyin Jarliγ bolurun.〔中
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略〕douradu vaJtrr orun_u atti yosu ba.Jam ayan…du ambar metu yabun「s n unul牲
bey_e selte amur―iyar ktirもu il・egsen tereguten,Olan Juil Jarliγ asaγultta ayi adduFan―a.
(BJ,No.71,37111-38108)
尊い一切智者バンチャン (=パンチェンー井上)=エルデニ 。ロブサンバルダンダン
ビニマ (=ロサンペンデンテンペーニマー井上)の御前にお目にかかって礼拝し、御
手の祝福を頂いて、尊いバンチャン御前その方はこのようにおっしゃった。〔中略〕下
の地 (=モンゴルあるいはオルドス 井ー上)の大いなるしきたりと、旅程をどのよう
に進んだか、乗り物と御身ともどもに安寧に到着したかなど、たくさんのお言葉、お
たずねをなさったところ
上に引用した部分は、トトイらがタシルンポに到着した直後のことであり、七世パンチェ
ンがトトイにチンギス祭祀のことをたずねる前のことである。ここで、七世パンチェンは、
「下の地の大いなるしきたり」をトトイにたずねている。すでに2の2)に引用した、七
世パンチェンがチンギス祭祀のことをたずねる部分でも「土地の偉大なしきたり (orun
w〕run awi yoSu)」(BJ,No.75,4411-12)をたずねている。よつて、「下の地の大いな
るしきたり」と「土地の偉大なしきたり」とは、オルドスにおける祖先 (偉人)崇拝やそ
の祭祀を含む表現であろうと考えてよかろう。
したがって、七世パンチェンがチンギス祭祀について問い、「護法尊チンギス」を祀っ
ていることを賞賛し、あわせてトトイの家系を清浄である賞賛したことは、トトイらに「護
法尊チンギス」の祭祀に見合う、そして賞賛にあずかった清浄な先祖を合わせ祀ることを
想起させる呼び水、あるいは示唆となったのではないかと考えられる。しかし、示唆はあ
くまで示唆であり、その内容を解釈し、儀軌作成を依頼することを決めたのはトトイらで
ある。ここに、示唆という行為と、その解釈を経ての受容決定という、与え手と受け手双
方の相互関係があることを確認すれば、一連の過程がチベット側からの一方的な文化的攻
勢であるかのような見解に達することはないだろう。
(4)『ササ無祀の経』にみえる「チンギス」の位置付け
ホルチャビリグの2005年の研究報告は、BJと、1906年に再編された現在の “二人のセ
チェンの祭祀"における重要な文献である『ササ祭祀の経 (∫,∫αサαノ,Jγ
「
―ッ加∫力功r)」の
記述にもとづいて、チンギス祭祀は、七世パンチェン作の儀軌書がもたらされたために《チ
ンギス三ハーン尊い三人の合属の祭祀》となったが、チンギスに比して偉大さの点で劣る
ホトクタイとサガンがチンギスに比肩できなかったため、彼らをチンギスから分離して祀
るという本来の形に復帰し、《チンギス=ハー ン尊い三人の容属の祭祀》はおこなわれな
くなったと述べている60。
しかし筆者は、ホルチャビリグの見解とはやや違う考えをもっている。すでに上に引用
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したBJの記述 (No.89,69113-7α0)に見えていたように、たしかに、七世パンチェン
作の儀軌書はトトイの帰郷後、当時すでに営まれていたチンギスの祭祀を司るグルハド集
団の頭領格であるバトジルガルとビリグングライに与えられた。ここでチベット伝来の儀
軌がモンゴル伝統の祭祀と接触したことになるが、これをバトジルガルとビリグングライ
をはじめとするグルハド集団やその他のオルドス王侯がどう扱つたかは、手持ちの資料に
確認できていない。このような現状にあつて筆者は、ホルチヤビリグのいう 《チンギス=
ハーン尊い三人の谷属の祭祀》の成立は確実視できないと考える。もっとも、現在執り行
われているチンギス祭祀では、七世パンチェン作の儀軌書やチンギス、ホトクタイ、サガ
ン三人を描いた図像が用いられていないことも事実である。このことから少なくともいえ
るのは、七世パンチェンが作ったチベット仏教式の儀軌は、現在に連なるチンギス祭祀に
1ま取り込まれなかったということである。
このように、七世パンチェン作の儀軌が現在のチンギス祭祀に取り込まれていない、あ
るいは排除されたという考えをもって『ササ祭祀の経Jを分析し、取り出すことができる
のは、チンギス祭祀の変遷ではなく、むしろ七世パンチェン作の儀軌の変容であることを
以下に示そう。
1)『ササ祭祀の経」のテキストについて
筆者が現在手にしている『ササ祭祀の経Jは、チヨイダルが提供した民国31年の最終紀
年をもつ原本を活字に直して1987年に刊行されたテキスト61、 ガルハタン=ブリンジルガ
ルが光緒32年の最終紀年をもつ原本を活字に直して1992年に刊行したテキスト62、 ラグシヤ
ンブリンが収集し影印刊行した光緒32年の最終紀年をもつ写本63、 以上の三本である。お
そらく、ラグシヤンブリンが影印刊行した写本はガルハタン=ブリンジルガルが活字で干U
行したテキストの原本であろう。
ホルチャビリグによると、「『ササ祭祀の経』が光緒32年に新たに編まれた際、《チンギ
ス=ハー ン尊い三人の谷属》を合祀することをやめて、主にホトクタイとサガンを一度に
あるいは個別に祀ることとなった。このことは、民国31年に書かれた『ササ祭祀の経Jの
“尊いチヨグチャス=ウン=ジルヘン=ホトクタイ=セチェン=ホン、サガン=エルヘ=
セチェン=ホン容属と一緒の御在所ササという、普く集まった精美な安寧ある宝の宮殿
(qotala税?luran tangSuγ a14 wlang―tu erde?―yin qarsi)に"、 “このような、普く集まっ
た宝の宮殿 (qotalaもiwluFall erdeni‐yin qarsi)に力ある菩薩、ソジリ=テングリ (suJlll
tngri)、ホトクタイ=セチェン=ホン、サガン=エルヘ谷属たちを一緒にあらしめて供物
と祈願を捧げるしきたりをお作りくださつたので"という記録より知ることができる」と
ぃぅ64。ホルチヤビリグがこのように書いているということは、光緒32年本には見られな
ヤヽ “尊いチョグチャス=ウン=ジルヘン=ホトクタイ=セチェン=ホン、サガン=エルヘ
=セチェン=ホン舎属と一緒の御在所ササという、普く集まった精美な安寧ある宝の宮殿
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に"、 “このような、普く集まった宝の官殿に力ある菩薩、ソジリ=テングリ、ホトクタイ
=セチェン=ホン、サガン=エルヘ谷属たちを一緒にあらしめて供物と祈願を捧げるしき
たりをお作りくださったので"という記述が民国31年本にはあるということを前提として
いるに相違ない。しかし、この下線を引いた記述は、筆者が用いている光緒32年本にも見
ぇている。
筆者が用いているラグシヤンブリン刊行になる光緒32年本とチョイグル提供活字版民国
31年本を比較してみると、両者の間にはごく一部の語の綴りが異なるだけで、ホルチャビ
リグが指摘するような大きな差異は見られない。大きな差異として一箇所だけ、「中華民
国の31年、冬の真ん中の月 (=■月一井上)の16日に書き終えた。良き功徳よ、広まれ
(dundadu arad ulus―un型もin nigedug∝On ebuliin dumdadu sarayin ttban Jiηuwn―a b もJu
tegusbe,sayibuyalldelgeren)」という記述が筆者が用いているラグシャンブリン刊行光緒32
年本の末尾に付け加わっているだけである。
ホルチャビリグは自らが拠ったテキストが何処から出たものであるかを明らかにしてい
ないため、あるいは筆者の手元にあるラグシヤンブリン刊行光緒32年本とは異なる本を用
いたのかも知れないが、この点の委細は全く不明である。以下の考察においては、『ササ
祭祀の経』はラグシヤンブリン刊行光緒32年本に依拠し、これをSSと略すこととする。
2)SSに見えるチンギスの書き換え
SSという史料は、その冒頭に、
bottlaもoras―un Ji?ken quturai seもen qungo sawng erke seもen qung nёktid selte―yin
erkeき1l oruさil sasa kemeku qotala biγulu tan tangsuγ amuγlang―tu erdeni―yin qarsida
tegus Jiwalang―un gegen bey_e―yin emiin_eaも1lal daradq』 ∝gukiii lnёrgukui yosun‐i
drawlanぃgtelekui anu:〔後略〕(SS,01101-06)
尊いチョグチャス=ウン=ジルヘン=ホトクタイ=セチェン=ホン、サガン=エルヘ
=セチェン=ホン容属と一緒の御在所ササという、普く集まった精美な安寧ある宝の
宮殿において、全き喜びの輝くお体の前で、報恩と祈願を捧げること、礼拝すること
のしきたりを順番に並べることは、〔後略〕
とあることから、ササといわれる普く集まった精美な安寧ある宝の官殿でホトクタイとサ
ガンを祀る手順を記したものであることがわかる。
上に引いた部分は、bowaもOttas―un Ji?ken qutuvtai seもen qung,sawng erke seもen qung
nёktid(尊いチョグチャス=ウン=ジルヘン=ホトクタイ三セチェン=ホン、サガン=エ
ルヘ=セチェン=ホン容属)とはじまっている。ここに、七世パンチェン作の儀軌やCB
ではホトクタイの前に書かれているチンギスが言及されていないことから、一見したとこ
ろでは、ホルチャビリグがいうように、チンギスが分離された結果として、このように書
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かれることになったと考えてしまうこともやむを得ない。
しかし、SSの記述を細かく分析してみると、ホルチャビリグの 《チンギス=ハー ン尊
い三人の合属》の合祀が停止したという説は、表現の上で正確さを欠くのではないかと思
われる。まず、SSには、七世パンチェン作の儀軌がこの祭祀において機能していること
を明確に示す記述があることを示そう。
blatta nar gangsu aylladqui―yi kti iyemui。(SS,02104)
ラマたちがガンスをお読みになるのを待つ。
下線を引いた「ガンス (galagsu)」とは、七世パンチェン作の儀軌書のオルドス写本に
見えるタイトルjing ger rgyal po'illngon rdogs bskang gsol dang bcas pa bsghugs soの下
線部にあたる語であり、七世パンチェン作の儀軌書を意味する65。このことから、SSのい
う「ガンス (gangsu)」からチンギスが除かれていなければ、上のホルチャビリグの説は
成り立たなくなる。筆者が調査した三本の七世パンチェン作の儀軌のチベット語原文いず
れにもチンギスはュng gir(ger)rgyal poと書かれている。よって、チンギスが―切書かれ
ていない「ガンス (gangsu)」が発見されない限り、ホルチャビリグの説を妥当とするこ
と1ま難しい。
SSには、祭祀における貴族たち (nOyad)ゃタイジたち (tayiFi n餌)の作法を解説した
部分があるが、その冒頭に次のような記述がある。
boYda cJcn eもige bodisung suJali tngri.qan eもigc scもin noyad―un g gen i anwlaqui―yln
sayin unud ergun_e.(ss,07:02-03)
尊い主にして父なる菩薩ソジャリ=テングリ、ハンにして父なるセチェン=ノヤンた
ちの御前、清めの良き香 りを捧げる。
この記述に見える「ハンにして父なるセチェン=ノヤンたちの御前 (qan eもige seもin
noyad―un gegen)」はホトクタイとサガンをひとまとめにした表現であろう。では、その前
にある、「尊い主にして父なる菩薩ソジヤリ=テングリ (boFa CFen eもige bodisung suFali
tngri)Jは単なる神格としてのテングリのひとつを指しているのだろうか。筆者は、七世
パンチェン作の儀軌やCBに見える、チンギス、ホトクタイ、サガンという常套的順列表
現に鑑み、ホトクタイとサガンに先行して書かれている「尊い主にして父なる菩薩ソジャ
リ=テングリ」はチンギスに対応しているのではないかと推測する。
ソジヤリ (あるいはソジリ)=テングリとは、ラグシヤンブリンの説明によると、ホル
モスタ (qOrmusta)つまり帝釈天であるという66。ET/Urg(40r)には、「主 (=チンギス
井ー上)は、諸天の王である帝釈天に変化するとき (eJen tengris―un qan qOrmusta bolun
qubilqui‐a)」という記述がある。たいていのモンゴル語文献では、チンギスは帝釈天の息
子であるとか帝釈天の命を受けてこの世に現れた者であると言われるが67、 筆者は、オル
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ドスで書かれた年代記ETに、チンギスを帝釈天の化身とする見方があったことを重視し
たい。また、帝釈天に化身できるとされているチンギスは、菩薩と等しい性格をもってい
ることも読み取れる。よって、ラグシャンブリンの説粥が正しいとするならば、菩薩ソジャ
リ三テングリとはチンギスを言い換えた表現である可能性を認めることができよう。
この、「尊い主にして父なる菩薩ソジャリ=テングリ、ハンにして父なるセチェン=ノ
ヤンたちの御前」によく似た表現は、祭祀における一般民 (q″おus)の作法の解説の冒頭
にも、
bOYda epn bodisung駅可ali tng五.yeke nom―un qawll seもin noyad―un gcgen::(SS,08:
05)
尊い主である菩薩ソジャリ=テングリ、大いなる法王セチェン=ノヤンたちの御前
とある。このことから、筆者は、チンギスは何らかの理由でSSでは「菩薩ソジャリ=テ
ングリ」に書き換えられたものと考える。
このチンギスの書き換えは、当該祭祀が、四世パンチェン賜与の聖物と七世パンチェン
作の儀軌書によって発展し、執筆当時の祭祀の状態に至ったことを示すSSの記述からも
裏イ寸けられる。四世パンチェン賜与の聖物とは、ホトクタィの侍僧オチル=トマイの孫ラ
イジャルサン=バンディダがチベットを巡礼し、四世パンチェンに礼拝した際に与えられ
た贈り物のことである。このことは、GTにもBJにも記録がある (GT&BL No.51)。
記述が長いので適宜中略して一連の流れを示しておく。< >はその前出の語の誤りを正
した級りである。
banもan boγda qamuttyi ayiladdu"i abural itegel lubsangもoyiJalSanくもoyiJttalsan>―u
gegen ba bandida lui Jalsan。lhi FalSan ar―も  iileHttide eFelegdeュi::teden―u ba五守をi
もida"1-yin ene kuきasi ―u oruさil::punsuγgadanもoylling kemekti soyurqal―un ner_e―tii
keyid bui bolJu egun_diir tere kii::degedu abural itegel banもan sumadi::darma
dovaza―yin gegen bey_e―yin adis‐tu きitugen ba :: 〔吋■H各〕ede idam no■1-u
salilⅣud<Sakiμllsun>もu bui―yin deger_e.basa nemeFii banもn boγda qamuryi
aylladdutti::lubsangbaldan dambinim_a―yin gegen er〔中HIS〕ma ぃdur qubi
barildultta―tu kemen crketu r bOwa binggis eJen n6kud selte ttrba型la ba・〔中略〕
selte‐yin 6ber Ober―un guskekiii Jang uiles I:ile onul‐n takilγtta bsang daγdqa ―ud_1
JOkiyaJu qayiralavsan boluFd i:odu_a basakd emun_e_yin ene mett qotalaもittluFan
erdeni―y n qarさida::erketii bodisung suJali tngri quturai seもen qu ::salpng erke
n6kud selte_yi erkeこigtilJki :: takil daγadqa  ergiiku―y n Jang uiles¨yi Jokiyan
qayとalaFan―u tulada::〔後略〕(SS,10107-15:02)
聖バンチャン (=パンチェン 井ー上)一切智者にして帰依処であるロブサン=チョイ
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ジャルサン (ロサンチョーキギェンツェン=四世パンチェンー井上)の御前とバン
ディダ・ルイジャルサン、り=ジヤルサン (ライジヤルサンー井上)たちより殊勝に
統べられて、彼らの能仁の宗教の在所であるプンスグガダンチョイリンという賜名も
つ寺ができ、これにおいて、そのような尊い帰依処バンチャン・スマデイ=グルマ=
ドワザ (スマテイグルマ ドワーザ=ロサンチョーキギェンツェン=四世パンチェンー
井上)の御前の加持ある信仰の依り所と 〔中略〕これら本尊、護法尊もある上に、ま
た加えて、聖バンチャンー 切智者ロブサンバルダン=ダムビニマ (ロサンペンデンテ
ンペーニマ=七世パンチェン 井ー上)の御前が 〔中略〕われわれに囚縁があるといっ
て、尊い聖チンギス主と谷属一緒の三人と 〔中略〕一緒のおのおのの増長のしきたり、
現観の祭祀の献香・祈願を作ってくださって、今は、また、前の (南の?)このよう
な、普く集まった宝の宮殿において、力ある菩薩ソジャリ=テングリ、ホトクタイ=
セチェン=ホン、サガン=エルヘ容属ともどもをあらしめて、供犠・請願を捧げるし
きたりを作ってくださつたため、〔後略〕
とあり、「しきたりを作ってくださつたため」の後を略した部分には、吉日を選んでおこ
なう祭祀において祈願する内容が細かく記されている。
この、普く集まった宝の宮殿における、力ある菩薩ソジャリ=テングリ、ホトクタイ=
セチェン=ホン、サガン=エルヘ谷属の祭祀に関する記述は2参05で終わる。続く22:06
からは、「尊いチョグチャス=ウン=ジルヘン=ホトクタイ=セチェン=ホン、サガン=
エルヘ=セチェン=ホン谷属と一緒の御在所ササという、普く集まった精美な安寧ある宝
の宮殿において、全き喜びの輝くお体の前で (boYdaも0"aS―un Jiruken qutuvai seもen
qungo sattng el・kc scもn qung n6kud selte_yin erkeさi  oruき1l sasa cmckii qotalaもi射俎luYsan
tallgsuγ a14u■llallgぃtu erdeni―yin qarsida tegus Jilvalang―un gegen bey」―yin elntin e)」、毎
年二回の例大祭を、土地のタイジや官吏たち、聖俗みながそれぞれの信仰によつて祀つて
いた決まりを記した楷冊があることを記している (SS,22:06-23:04)。この、「 」でくくっ
た部分は、SS冒頭に見える記述として本頂冒頭に引用したものと全く変わらない表現に
なっている。この後は、三年に一度の軍旗 (sulde)の祭祀とその年、そして祭祀の当番に
当たるタイジらの名前を記して、全編が終了する。
問題は、SSの冒頭と末端に見える「尊いチョグチャス=ウン=ジルヘン=ホトクタイ
=セチェン三ホン、サガン=エルヘ=セチェン=ホン谷属と一緒の御在所ササという、普
く集まった精美な安寧ある宝の宮殿において、全き喜びの輝 くお体の前で」おこなわれる
祭祀と、中段に頻繁に見える「普く集まった宝の官殿における、力ある菩薩ソジャリ=テ
ングリ、ホトクタイ=セチェン=ホン、サガン=エルヘ容属の祭祀」の表現が異なってい
ることである。筆者の解釈では、前者に、「ササ」という「尊いチョグチャス=ウン=ジ
ルヘン=ホトクタイ=セチェン=ホン、サガン=エルヘ=セチェン=ホン谷属と一緒の御
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在所」であり、ホトクタイとサガンの「全き喜びの輝くお体」、つまりこの二人に関わる
御榊体が所在するところという限定が加わっていることが、表現の違いの理由であると考
える。この二人の御神体は現に「ササ」に存在していても、チンギスを言い換えたと考え
られる菩薩ソジャリ=テングリの御神体は存在していない、言い換えれば、チンギスを書
き換えたと考えられる菩薩ソジャリ=テングリは、「ササ」の埒外の存在なのである。
たしかに「チンギス」は文字としては現れていないので、これを理由として、三人の祭
祀がおこなわれなくなったとするホルチャビリグの見解は全くの誤りとまではいえない。
しかしすでに見たように、SSには、チンギス、ホトクタイ、サガン三人に言及する「ガ
ンス」こと七世パンチェン作の儀軌が祭祀の中で機能していることが明記されており、チ
ンギスを書き換えたと思われる菩薩ソジャリ=テングリが複数回用いられていることから、
祭祀の体系の中からは排除されていないと考えるべきである。
3)チンギスを書き換えた理由
SSが、七世パンチェン作の儀軌とそのモンゴル語訳にはっきりと現れているチンギスを、
菩薩ソジャリ=テングリに書き換えたのは何故だろうか。筆者は、これを、チベットから
もたらされた儀軌が、従来から存在したチンギス祭祀に包摂されなかったことに原因があ
ると考える。 トトイの将来した七世パンチェン作の儀軌は、チンギス祭祀を司るグルハド
に預けられたものの、現在は、チンギス祭祀とは別の “二人のセチェンの祭祀"の中に伝
えられているのである。
筆者は、ホルチャビリグと同様、広くモンゴル人に崇拝されるチンギスに比して、偉大
さの点で劣る地方王族ホトクタイとサガンが、一つの儀軌体系の中に存在し得なかったと
いう見解に基本的に賛同する68。 この三人を包摂し得ないため、すでに当時オルドスの地
に存在した、チンギスを帝釈天の化身と見る考えに従い、チンギスを菩薩化した上で、帝
釈天を意味するソジャリ=テングリと書き換え、直接にチンギスを表現しない方法によっ
て、チベットの偉大な活仏パンチェンが自ら制作した儀軌をウーシンの地に定着させたと
筆者は考える。
すでに上に述べたように、ウーシンという地は、ホトクタイの侍僧オチル=トマイの孫
が四世パンチェンから贈られたいくつかの聖物を祀っているところである。つまリパンチェ
ンはウーシンの地では特別な存在であったのである。このことは、すでに見たように、ホ
トクタイの侍僧の孫が四世パンチェンより贈られた聖物と、七世パンチェン作の儀軌によっ
て、力ある菩薩ソジャリ=テングリ、ホトクタイ=セチェン=ホン、サガン=エルヘ谷属
ともどもを、「普く集まった宝の宮殿」にあらしめて、供犠・請願を捧げるしきたりが成っ
たという過程をSSが明記していることからも理解できる。
チンギスの伝統的な偉大さとパンチェンの宗教的な偉大さの間で、七世パンチェン作の
儀軌は、モンゴルの既存の伝統的価値観に抵触せず、そして権威ある活仏パンチェン作に
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なる仏教的儀軌体系を破壊しない方向に変容したのである。
(5)七世パンチェン作の儀軌の将来過程と変容過程 :文化触変論的総括
ここまで、七世パンチェン作の儀執をトトイがオルドスに持ち来たり、それが、おそら
くはモンゴルの伝統的チンギス観に抵触するためにチンギス祭祀に包摂されることなく、
チンギスを帝釈天の化身を意味する語に書き換えることで、モンゴル・チベット双方の価
値体系の上に成り立つ個別の祭祀となった過程を見てきた。締めくくりとして、これを文
化触変論的に整理し総括しておくこととする。
ここで考察の枠組みとするのは、平野健一郎が提示している文化触変過程のモデルであ
る。平野は、ロバート=レッドフォード、ラルフ=リントン、メルビル=ハー スコビッツ
の “Memorandum for the Study of Acculttration"lAttgr・ic,れAれ筋r9Pοん
=ね
ヶ,38,1936)の
論点を整理し、文化触変の過程を受け手の文化の側から見て、①文化要素の呈示と選択 :
外来の文化要素が示され、そしてそれを逗ぶ ;②統合 :受け入れる文化要素を文化の体系
の中に取り込んで、その一部にしていくi③結果 :この過程の結果として受け手の文化に
どのような状態がもたらされるか、という三段階の考え方を基本的な骨組みとして、文化
触変過程の一般的なモデルを描いている69。 このモデルを意識しながら、以下の考察を進
める。
1)外来文化の新要素の受容と伝播
上に述べてきた一連の過程は、 トトイの属するモンゴル側がすでにチベット仏教の信仰
を受け入れたという文化的な状態のもとで発生した。この状態において、民族の域を超え
た超域的な共通の宗教とその共通言語としてのチベット語、その上を行き交う巡礼文化の
存在が、安定した地盤とその上に敷かれたレールを準備し、この地盤とレールの上を移動
する文化運搬者としてトトイー行ら巡礼者たちが機能したことを前提としている。
巡礼者は、宗教を同じくする超域的な文化の共通基盤の存在のもと、自己の宗教的実践
の一環として神聖な地に赴いて、宗教者あるいは信者としての信仰と行為をより高い次元
に引き上げることを目指す。この意味においては、トトイらが当初目指したのは、純粋な
意味での外来の異文化ではなく、すでにモンゴルに定着していた外来文化が規定する宗教
的実践であった。ここで扱つたトトイの事例は、その実践の過程で起こった外来文化の新
要素の受容の過程である。モンゴル人がいつから仏教を受容したかわからない。たしかに
モンゴル帝国時代の一部王侯が仏教に接しそれを信仰していたという記録が数多くある。
しかしそれは、単に記録に残っていると言うだけのことで、モンゴル人の仏教受容の開始
を証明したわけではない。実際のところ、騎馬遊牧民として高い移動性をもっているモン
ゴル人の場合、外来文化の伝播と受容を歴史的にたどつてその起源が証明できることは極
めて少ない。いつの間にか伝播・受容・定着した外来文化が他の民族や地域との間の共通
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的基盤となって以降の文化交流の展開が記録に残つているため、これを研究の出発点にし
ているというのが実情である。よって、本報告で扱つた外来文化の受容とは、「すでに受
け手側に定着した文化の中に存在していない新たな要素の受容」であると考えなければな
らない。このことを了解した上で、以下の考察を展開する。
本稿で扱つた事例では、 トトイはまず、七世パンチェンによるチンギス祭祀と祖先につ
いての質問、チンギス祭祀への賞賛、護法尊チンギスの行いの偉大さとホトクタイとサガ
ンを含む自己の家系の清浄さの指摘という提起・示唆、平野の言う「文化要素の呈示」に
近い行為を受けている。七世パンチェンは、護法神供養儀軌のことを直接に呈示しておら
ず、チンギスが偉大な護法神でありそれを祀るのはよいことであると言い、さらにトトイ
の家系を清浄であると発言するにとどまっているので、文字通りの「呈示」とは言い切れ
ず、示唆という程度の行為であったと見ておくことにしよう。このように、与え手側が何
かを直接的に呈示するのではなく、そのヒントとなるようなことを発言して受け手狽1に「提
起・示唆」した事例が トトイの巡礼をさかのぼること200年以上前の歴史史料にも確認さ
れる。この事例は下で取り上げる。この「提起」あるいは「示唆」は、モンゴルにおける
チベット仏教やその新要素の受容に作用する要素として見逃すことのできない行為である。
この提起・示唆を受け、 トトイー行らがその提起・示唆の意味するところを語り合って
解釈をおこない、元来のチンギス祭祀に護法尊供養祭祀の要素を入れることと、清浄であ
ると認定された自分の二人の先祖を合祀することに相応の必要性を見出してこれを選択し、
七世パンチェンに儀軌書作成を依頼し、チベット語で書かれた儀軌書を受容した。チベッ
ト側からの仏教的見地からの示唆が、モンゴル側の解釈というフィルターを通り抜けてそ
の受容が選択 。決定され、チベット側によつて仏教的に系統立てられた儀礼となってモン
ゴルに将来されたという過程をここに見出すことができる。与え手のチベット側からの示
唆と、それを受け手のモンゴル側が必要なものと解釈・認識するフィルターを通して選択
し受容に至るという二つの力学がなければ、この事例に見える過程は成り立たない。
文化運搬者の動きは双方向的である。トトイの場合は受け手の側から与え手の側へとい
う動きを示した。これと反対の動きを示すのは布教僧である。モンゴルを目指したチベッ
トの布教僧の動きとそれへのモンゴル人の反応は、16世紀末のトゥメド=モンゴルの大王
侯にしてホトクタイの大叔父にあたるアルタンの仏教への接近過程に見えている。この歴
史的経過は拙稿で明らかにした70。以下、拙稿での論述を踏まえて、アルタンにおける外
来文化の新要素受容過程を分析してみる。
アルタンのチベット仏教との接触は1558年の現在の甘粛地方への遠征のときに起こった。
当時この一帯には漠人、ムスリム以外にも、モンゴル帝国時代に北方から移り住み、中央
アジアやチベットから伝来した仏教を信仰するウイグル化したモンゴル人がいた。アルタ
ンとホトクタイは数度にわたって甘粛地方に遠征を試みており、この地のウイグル化した
モンゴル人はもちろん、そこに存在する仏教信仰に接し得た状況にあった。アルタンの仏
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教との初めての接触はそうした仏教信仰圏への遠征の一コマであった。アルタンが信者と
しての行為を積極的に展開させたのは1570年代初頭のことである。この時すでにアルタン
のもとには数人の仏教僧がいたことがわかっているので、アルタン自身が仏教信仰をかな
り高めていたことは間違いない。そのころ、1571年、チベット仏教ゲルク派の高僧ソナム
ギャンツォ71が派遣したアシンラマという布教僧がアルタンをたずねた。アルタンの伝記
である『アルタン=ハー ン伝』721こょると、アシンラマはアルタンに姑して、今生において
仏の教えを広め、僧侶の集団を整え、福徳と智慧を積むならば転輪聖工のようになり、今
生の終わりに至る仏の位に至る、と説いた。翌1572年には、グライラマに会い大蔵経をモ
ンゴルの地に勧請してくれば、仏教が大いに広まり転輪聖王のように名を馳せて、仏の位
を得て極楽浄土に生まれるだろう、とも説いた73。 これをきっかけにしてアルタンは1578
年に青海地方にいたってグライラマに会った。モンゴルの地にチベット仏教が爆発的な拡
がりを見せるのは、このアルタンとグライラマの会見以降のことである。
この一連の過程は、文化運搬者が巡礼者か布教僧かという違いがあるが、すでにモンゴ
ルの地にあつた仏教信仰を超域的共通基盤とし、その上を移動する布教僧による文化運搬
行為を前提に、仏の教えを広めることで転輪聖王74のようになり極楽浄土に生まれるとい
うことなどをアシンラマが提示・示唆した。この説法による提示・示唆を、仏教徒にして
世俗的な支配者であったアルタンが解釈し、転輪聖王のようになり極楽浄土に生まれるこ
とに新たな獲得の必要性を感じ、巡礼者と同様に聖なる地に赴いてグライラマと会い、文
化運搬者となってその後のモンゴルの地における仏教伝播に道を開いた。ここにも、外来
文化の新要素伝播に至る前段の、提示・示唆→解釈→必要性の認識→選択という過程が見
えている。当時すでにモンゴルに定着していた外来文化である仏教の新たな要素の伝播に
は、文化運搬者の移動性を気証する仕組み (巡礼、布教)をもつ超域的な文化基盤が重要
な役割を担つたことを指摘できる。また、文化的与え手側の働きかけともいえる提示・示
唆と、文化運搬者がそれを解釈し受容の必要性を認める行為が、文化の新要素の伝播に先
立つ重要な過程として存在することも明らかである。
文化運搬者が移動する範囲が文化的共通基盤の上にあるということは、文化運搬者が受
容し伝播を試みる文イとの新要素の出発点と到達点との間に存在する中間点にも、その新要
素が伝播する可能性を提供する。ネベスキー=ヴォイコヴイツが1950年代前半におこなっ
た調査によると、青海地方のチベット人とモンゴル人が七世パンチェン作の儀軌にもとづ
いてチンギスを祀つているという75。筆者自身は青海地方での調査をおこなっていないの
で、その事実を確認してはいないが、チベットとオルドスの中間に位置する青海地方で仏
教を信仰するチベット人とモンゴル人が、七世パンチェン作の儀軌を受容していたとして
も不思議ではない。超域的文化の共通基盤の上に展開される文化交流のもうひとつのあり
方を示したものであるといえよう。
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2)外来文化の新要素に対する抵抗とその再解釈・再構成
トトイがもたらした七世パンチェン作の儀軌はチンギス祭祀を司るグルハド集団の頭領
格に与えられたが、それはチンギス祭祀に包摂される形で受容されるまでには至らなかっ
た。チンギス祭祀に包摂されなかった理由は不明であるが、ここに、従来より存在する伝
統的チンギス祭祀に拠るダルハ ド側を代表とするモンゴル側の「抵抗」があったと見るこ
とは不可能ではない。しかし、 トトイがもらたした儀軌は、ウーシンの地に深い関係を持
つ偉大な活仏パンチェンの作になる。これをすべて廃することは仏教的価値観から許され
ない。この伝統的価値観と宗教的価値観との不整合は、七世パンチェン作の儀軌に見える
チンギスを別の形に書き換えることによって別の祭祀となることで解決されたらしいこと
がSSの分析から判明した。この過程は、受け手側の「抵抗Jを経て、受け手側が外来文
化の新要素のうちのチンギスを、すでにオルドスに存在した帝釈天の化身と見る考え方に
よつて再解釈し、チンギス、ホトクタイ、サガンという実在の偉人三人の構成を、書薩テ
ングリと二人の実在の偉人に再構成したことを示している。
その一方、パンチェン作の儀軌はモンゴル語に訳されて現存し、SSによる限りでは僧
侶によるチベット語原文の朗読が祭祀儀礼を構成する要素として受容されていることが判
明した。この受容は、パンチェン作の儀軌が、祭祀の構造に関わらないところで、つまり、
チベット仏教の僧侶によって担われる祭祀の手順のひとつを構成する神聖な要素として受
容されたということである。七世パンチェン作の儀軌は、すでにオルドスに伝えられて聖
物イとしていた四世パンチェンからの贈り物と同様、聖物としての性格を持ち、そのテキス
トもまた神聖視されていたと思われる。儀軌のモンゴル語訳にしても、祭祀の構造に関わ
らない限りは廃されることなく神聖なものとして存在し得たと考えてよい。これもまた、
元来は儀軌と一体であったテキストを、聖物として神聖視する再解釈が働いて分離、再構
成し、受容を可能としたのである。
この過程は、いうまでもなく、文化の多様化が生み出される道程であって、文化の共通
化に向かう過程ではない。しかし、北・中央ユーラシアのいくつかの民族を超えて確固と
して存在する仏教は依然として共通の超域的な文化的基盤であり続けている。多様化する
のはこの超域的基盤の上に存在する諸要素である。文化触変の過程がいかなる条件の下で
可能であったのかを聞うとき、そこに共通の超域的な基盤の存在を前提とする場合がある
ことをトトイとアルタンの事例は示している。
4. '府オ少り|こ
本稿の前半では、ホルチャビリグの研究を参考に、オーソドックスな文献学的手法でBJ
の研究をおこなった。BJの内容構成を示し、ホトクタイとその侍僧ならびに彼らの後裔の
事績の記述からなる前半部と、 トトイのチベット巡礼記からなる後半部に分けられること
を述べた。前半部からは、ウーシン旗において、ETから続く歴史文献がホトクタイらの
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伝記として解釈され、ホトクタイとサガンの崇拝対象化の進行とともに、この両者の伝記
としての性格を強める再編集がおこなわれた過程を見ることができた。後半部では、両者
の崇拝対象化の一つの表れである七世パンチェン作の儀軌の導入の事実関係を把握した。
後半では、BJとSSの記述を材料に、ウーシンにおける七世パンチェン作の儀軌の受容
と変容過程を文化触変論を意識して分析、整理した。ここでは、超域的な文化の共通基盤
の成立と、その上を運動する文化運搬者の移動性を保証する仕組みを前提とした文化逗搬
者による共通文化の新要素の伝播が、文化運搬者の移動先における新要素の提示・示唆を
受け、文化運搬者自身がこれを解釈し、その必要性が認識されたものが選択され、文化逗
搬者によつて受容される過程を経ていることを明らかにした。また、ある文化の共通基盤
の上で展開される文化逗搬者の運動は、終点あるいは帰着点としての送出狽1にばかりでな
く、その中間点にも外来文化の新要素を伝播させる可能性があることを指摘した。そして、
受け手での新要素への抵抗は既存の伝統的価値観との不整合がもたらす反面、新要素がも
つ新たな価値が神聖性を帯びている場合には受容が起こる。ここでは新要素に姑する再解
釈によって、既存の伝統的価値観との整合をはかれる部分に変更が加わって再構成されて
受容にいたり、不可侵の神聖性がみとめられた部分には変更が加わらずに受容される過程
を明らかにした。そして最後に、文化触変過程を追水する際には、単なる「要素」の移動
だけではなく、それを可能にした共通の超域的な基盤の存在を前提にすべき場合があるこ
とを述べた。
最後に再び文献の話に戻ろう。七世パンチェン作の儀軌は、チンギス祭祀に接触した結
果、モンゴルの伝統的価値観と仏教の価値観いずれにも抵触しないよう表面的にはホトク
タイとサガンの二人の祭祀のように見える形に変容した。1835年から翌年にかけて、チン
ギス祭祀に関係の深い SE、四世パンチェン由来の聖物をホトクタイとサガンの後裔が祀
ることを述べる GT、そして七世パンチェン作の儀軌書受容の事実を述べるSEがオロ次い
で著されたことに、七世パンチェン作儀軌書のオルドス到来は影響しているのであろうか。
結局は、チンギス祭祀と “二人のセチェンの祭祀"は個別の祭祀となったが、三人の合祀
を記した七世パンチェン作の儀軌の到来は、チンギス祭祀に一種の混乱をもらたしたとも
いえないだろうか。この混乱を整理する過程の中で、チンギスを祀る歴史的根拠を述べる
SE、ホトクタイ家とその後裔の事績を明らかにしてパンチェンとの深い関係を証明する
GT、そのホトクタイ喬の一員であるトトイが七世パンチェンから三人合祀の儀軌書を受け
た経過をのべるBJ、それぞれに儀軌書到来との関係が背景にあるように思われるのだが、
これは今のところはまったく実証の域に達していない推測である。
注
1)ホトクタイ=セチェン=ホンタイジの事績については、井上『ホトクタイ=セチェン=ホンタ
イジの研究』参照。
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8)内モンゴルから出された書物には、これを『サガン=エルヘ=セチェン=ホンタイジの祭祀の
奏上 (Mγ,偲?′膨∫¢虎ヵ?″η=りゅ) サ6り'′γ
y‐ノ加況猪)』 と名付けているものがある。例えば、
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9)Mostaert,“Note sur Khutuktai sctsen khung taidzl,bistteul de Sanang setsen"
10)Mostacrt,“Sw lc cultc dc Salβng SCもn ct dc son bisttcul Qutuvai SCもcn chcz lcs Ordos."
11)ёもig。本報告ではこれを「奏上」と訳す。
12)サガンのこと。
13)ホトクタイは三世グライラマより、チベット語でスクチェンエンポ (gzugs can snying po)、
これをモンゴル語に訳したチョグチャス=ウン=ジルヘン (bFas―un Jinken)とぃぅ称号を贈
られた。このことは、古代インドのマガダ国王ビンビサーラ (Bimbistta)の訳であり、この称
号を得たことでホトクタイはビンビサーラの化身であることを三世ダライラマが認めたことを意
味する。
14)ホトクタイのこと。
15)Senuys,“A ttayer to Cinngis qanイ
16)Kurclbaγatur,“ёinggis qavan―uOもHig takil iiilcdkili yosun ililcs turgcn_c butilgもi kcmcgdeku
omsibai,"
17)ёoyidart“Sasa tayilv a―yin sudur omsiba"
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19)Bj?nJirral,“《Sasa tayilμ― n Sudur omsiba≫gckti nom―un tuqai turam sillJilge'',pp l13-■6.
20)ウーシン旗長に直接奉仕するソム。オルドスの方言では “ハラー"と発音される。
21)ホトクタイかサガンか明らかでないがおそらくはサガンであろう。
22)原文ではボンスクガンチョイリン (bungsuγganもOylling)となっているが、Laγttanburin,
肋γ,p=∫¢虎IP,独燿γ_p,p.1021こ従い訂正した。
23)上の②ではtcgusとなっている。
24)「ガンス (gangsu)」とは、『チンギス=ハー ンの奏上と供物を捧げる行いを迅速に為すものと
いうもの』(もinggis qaμn―uOしug砿題l dilcdkiii uilcs tilrgcn― b 山ドi kCnlcgdcki omsib五)のチ
ベット語原文jing gcr ttyal po'i mngon rdogs bskttg gsol dang bcas pa bsghugs soの下線部に
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頭紙に黒墨、毛筆書 き、19×17 cm、34葉74面。この写本の筆跡をよく観察すると、かつて内モ
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37)Qurもabilig,“Sapllg sctcn―u uq? sudulu卜d  qolbllFaqu Janm sanu―yi wryaqu ni",pp.45望9
38)Qurもabilig,“Sawng seもen―u tuqtt sudulul―du qo buldaqu Janni samu―yi pryaqtl ni'',p 45.
39)Qurもabilig,“Sttang SCもcn―u Ⅲqai sudulul―du qolbuvdaqu Jttm sariu―yi μηKμ ni'',p.45,
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60)Qurもお1lig,“ёinggis qattan cl・kin ttrban■6kiil・‐un能面14a_yin ckild tcguskcl."
61)Ooyidar(uul ckc biもig―i qangrpba).“SaSa tayiltta‐yin sudur omsiba,"
62)Bu?nJi町江,.“《Sasa tayilTa―yin sudur orusiba》gcktl nom―un ttqai ttlvtam SinJllgc.'',pp.11←119.
63)Lattanbii?n,Sαγηg∫¢θθ刀_ヵぢ,ガJ9/2,Bl-14
64)Qurもabilig,“ёinggis qawn"Hn伴』盟n■ёktir―un ta題蜂a_yin cttlel tcgiskel,'',pp.250-251.
65)LaγGanbuin,s,γαttg∫ιθθヵ_ヵぉクノJJ9/9,p.169,イ主⑦。
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69)平野『国際文化論』、p.58の図3に端的に示されている。
70)井上『ホトクタイ=セチェン=ホンタイジの研究』、pp.312-338。
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